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図 3-2-3.29 33 kV T分岐柱 ACSR用 
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図 3-2-3.30 33 kV 変圧器柱 (両引留タイプ) ACSR用 
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図 3-2-3.31 33 kV 変圧器柱 (片引留タイプ) ACSR用
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図 3-2-3.32 33 kV ABCケーブル配電線 装柱図集 



 

3-61 

3-2-4 施工計画/調達計画 

3-2-4-1 施工／調達方針 

本計画は、我が国の無償資金協力の枠組みに基づいて実施されるため、我が国政府により事

業実施の承認がなされ、両国政府による交換公文（E/N）及び国際協力機構（以下、JICA と称
す）と「タ」国との贈与契約（G/A）が取り交わされた後に実施に移される。以下に本計画を実

施に移す場合の基本事項及び特に配慮を要する点を示す。 

(1) 事業実施主体 

「タ」国側の本計画実施の監督責任機関は、MLHWE である。また、当該設備の供用開始
後の運用維持管理は、本計画の実施機関である ZECO が担当する。本計画を円滑に進めるた

めに、MLHWE及び ZECOは、本計画を担当する責任者を選任し、我が国のコンサルタント

及び請負業者と密接な連絡及び協議を行う必要がある。 

選任された ZECOの本計画責任者は、本計画に関係するMLHWE及び ZECO職員、並びに
計画対象地域の住民に対して、本計画の内容を十分に説明・理解させ、本計画の実施に対し

協力するように啓蒙する必要がある。 

(2) コンサルタント 

本計画の機材調達・据付工事を実施するため、我が国のコンサルタントが ZECO と設計監

理業務契約を締結し、本計画に係わる実施設計と施工監理業務を実施する。また、コンサル

タントは入札図書を作成すると共に、事業実施主体である ZECO に対し、入札実施業務を代

行する。 

(3) 請負業者 

我が国の無償資金協力の枠組みに従って、一般公開入札により「タ」国側から選定された

日本国法人の請負業者が、本計画の資機材調達及び据付工事を実施する。 

請負業者は本計画の完成後も、引き続きスペアパーツの供給、故障時の対応等のアフター

サービスが必要と考えられるため、当該資機材及び設備の引渡し後の連絡調整についても十

分に配慮する必要がある。 

(4) 技術者派遣の必要性 

本計画は、複数サイトにおいて、土木・建築工事、変電設備据付工事を行う変電所建設工

事と、配電線据付工事からなる複合工事であり、また、既設配変電設備との連系も必要とな

るため、お互いに調整の取れた施工が必要である。また、それら各種工事の大部分が並行し

て実施されるため、工程・品質・出来形及び安全管理のため、我が国の無償資金協力のスキ

ームを理解し、工事全体を一貫して管理・指導出来る現場管理者を我が国から派遣すること

が不可欠である。 
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3-2-4-2 施工／調達上の留意事項 

(1) 「タ」国の建設事情と技術移転 

本計画の対象地域であるザンジバルにおいては、小規模の工事を行う工務店はあるものの、

大規模な工事を行える業者は存在しない。他方、「タ」国本土側には、総合建設業者や電気工

事会社が複数社あることから、「タ」国内での労働者・運搬用車輌・建設工事機材等の現地調

達並びに、本計画の変電所建設工事の土木・建築工事や、配電線据付工事のための一般作業

員は、「タ」国本土の現地業者を通じて発注が可能であると考えられる。ただし、本計画が我

が国の無償資金協力案件であること、及び複数サイトにて同時に工事を進行させ、その相互

間の調整・総合的な管理が必要となることから。工程管理、品質管理及び安全管理のために

は、日本人技術者の現地派遣は必須である。 

更に、変電設備据付工事や配電線据付工事は工事難易度も高く、最低限の資機材にて確実

な施工が必要とされ、かつ機材据付時並びに据付後の調整・試験等には、技術レベルの高い

技術者を必要とすることから、労務者以外の現地業者の活用は困難であると考えられる。従

って、本計画の据付工事に当たっては、我が国の請負業者は現地業者から労働者、据付工事

機材等の調達を行い、技術者については我が国又は第三国から派遣することが望ましい。ま

た、当該据付期間に我が国の技術者によって、｢タ｣国技術者に OJTを実施し技術移転を図る
ものとする。 

(2) 現地資機材の活用について 

ザンジバルでは本計画の配電線据付工事で使用する木柱や土木・建築工事に使用する骨材、

セメント、鉄筋等は現地調達は困難であるが、「タ」国本土において調達可能である。このた

め、調達計画の策定に当たっては、現地産業の育成を考慮し、可能な限り現地で調達可能な

資機材を採用することとする。しかしながら、「タ」国では、本計画で必要となる規模の仕様

を満たした変電設備及び配電用資機材は輸入に頼っており、現地機材の活用は出来ないため、

我が国又は第三国から調達するものとする。 

(3) 安全対策について 

「タ」国はアフリカ諸国の中でも周辺国に比べて治安上の問題は比較的少なく、さらに本

計画対象地域であるザンジバルは「タ」国の中でも特に治安が良い地域となっている。しか

し、ザンジバルは「タ」国随一の観光地域でもあるため、外国人を対象とするスリ・置き引

き・詐欺行為等の他、一般犯罪では窃盗や住居侵入等も発生する恐れがある。さらに、同地

域は野党の支持層が多く居住していることもあり、選挙の前後には暴動やデモが発生する可

能性がある。このため、資機材の盗難防止及び工事関係者の安全確保等には十分留意する必

要がある。更に、「タ」国側による安全対策上必要な措置を講じることは必須であるが、日本

側関係者としても、宿泊施設や現場事務所及び資機材置場の安全対策の徹底、また、通信手

段の確保、緊急時の対応・措置方法の確認等、連絡体制を確立する必要がある。 
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(4) 免税措置について 

本計画で調達する資機材に関する「タ」国側の免税手続き（付加価値税を含む）は、請負

業者から ZECOに対し免税手続きの依頼がなされた後、ZECOが主管官庁であるMLHWEを

経由して財務省に免税レターの発行依頼を行う。財務省は Zanzibar Revenue Board（ZRB）を

通じて免税レターを発行する。（同時に、ZECOと請負業者へ免税レターのコピーが発行され

る。）請負業者は、調達資機材がザンジバル港又は空港に到着した際に、所定の船積書類に上

記免税レターのコピーを添付し、税関に提出することにより、免税措置がなされるが、免税

措置の遅れが本計画の進捗に影響を及ぼさないように留意が必要である。 

3-2-4-3 施工／調達・据付区分 

我が国と「タ」国側の施工負担区分のうち、既設変電所の更新・新設、及び 33 kV配電線据
付工事については、日本側で機材調達、据付工事・試験・調整及び必要な土木工事を実施する。

「タ」国側はサイト内の整地の他、更新される変電所と既設配電線との接続等を担当する。 

なお、詳細な我が国と「タ」国側の施工負担区分は、表 3-2-4-3.1に示すとおりである。 

表 3-2-4-3.1 負担事項区分（案） 

負 担 区 分 
No. 負 担 事 項 

日本国側 「タ」国側 
備  考 

1 新規変電所用地、配電線路用地、及び資機材

置場の確保  ○ 
配電線据付工事のためのウインチ

及びドラムの仮置場の確保及び交

通整理を含む 
2 サイト内の整地・造成、草刈り、及び障害物

の撤去  ○  

3 新変電所用地周辺のフェンス及び門扉の設

置    

 (1) 工事期間中の仮設フェンス・門扉 ○   
 (2) 事業完成後のフェンス・門扉  ○  

4 工事期間中の駐車場の確保  ○  
5 道路工事    
 (1) 新規変電所用地内の道路 ○   

 
(2) サイト外部のアクセス道路 

 ○ 
Mwanyanya変電所及び33 kV配電
線用の資機材輸送のためのアクセ

ス道路及び障害物の撤去を含む 
6 サイトの電気工事、上下水道工事、現場事務

所、及び倉庫    

 (1) 電気工事    

  a) 電線の拡張工事  ○ 既設低圧線の拡張及び集積メータ

の据付（1次側まで） 
  b) 屋内配線工事（屋内照明、ソケット等） ○  （2次側） 
  c) 受電盤の据付 ○  必要に応じて 
 (2) 水道工事    
  a) 水道（公共上水道）工事  ○  
  b) 屋内配管及び入水タンクの据付工事 ○   
 (3) 排水工事    
  a) 汚水排水工事（衛生汚水と雨水）  ○ 必要に応じて 
  b) 屋内配管工事及びピット工事 ○  必要に応じて 

7 現場事務所の家具（机、椅子） ○   
8 資機材の製造・調達 ○   
9 資機材の輸送 ○   
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負 担 区 分 
No. 負 担 事 項 

日本国側 「タ」国側 
備  考 

10 輸送、通関手続き、及び税の取扱い    

 (1) 「タ」国までの資機材の海上輸送及び空
輸の責任 ○   

 (2) 積み下ろし港における免税措置及び通
関手続き  ○  

 (3) 積み下ろし港からサイトまでの資機材
輸送 ○   

 (4) 現地調達資機材に対する付加価値税の
免税もしくは負担  ○  

11 プロジェクトサイト仮設資材置き場及び現
場事務所における現地工事期間中の資機材

の適切な保管及び安全管理 
○  

 

12 以下に示す許可の取得のための必要な措置： 
- 据付工事の際に必要な許可 
- 制限地区への進入許可 

 ○ 
左記の許可はプロジェクト実施前
に取得する 

13 Welezo変電所における既設電話線の移設  ○  
14 資機材の据付 

○ 
○ 

（機材供与

部分） 

 

15 工事期間中の一時的な停電作業  ○  
16 以下の新設及び既設配電線の最終接続作業 

- 新設変電所の新設11 kVフィーダーと
既設11 kV配電線との接続 

- 新設33 kV端末柱と既設33 kV配電線と
の接続 

 ○ 

 

17 上記の最終接続工事に係る必要な端末資材
の調達 ○   

18 Mwanyanya変電所近郊におけるフィーダー
の接続のための既設11 kV引通し柱から11 
kV両引留柱の取替 

 ○ 
相手国はMwanyanya変電所の据付
工事が始まる前に終わらせること 

19 既設 33 kV配電線における配電変圧器
（Cut-out SW等を含む）のFumbaルート新33 
kV配電線への移設 

 ○ 
 

20 完成検査及び設備と製品の操作･維持管理に
係る操作訓練指導 ○  「タ」国側は訓練に参加する人員

を選別すること 
21 測定機器・スペアパーツ 

○ ○ 
（保管） 

測定機器は据付工事に使用される 

22 施設及び調達機材の運用・維持管理  ○  
23 プロジェクト実施後の樹木の伐採等  ○  
24 無償資金協力に含まれないその他の費用  ○  
25 Banking Arrangementに基づく以下の手数料

の支払い：     

 (1) 我が国の外国為替公認銀行における口
座開設費用 

 ○ 一万円程度 

 (2) 支払手数料の負担  ○ 無償資金協力の0.1 % 
(注) ：〇印が施工区分を表す。 

3-2-4-4 施工監理計画/調達監理計画 

我が国の無償資金協力制度に基づき、コンサルタントは基本設計の趣旨を踏まえ、実施設計・

施工監理業務について一貫したプロジェクトチームを編成し、円滑な業務実施を図る。本計画

では対象地域が分散していること、また変電所建設工事・配電線工事と複合的な工事で既設配

変電設備との連携も多く、現地にて ZECO との調整のもと監理を進めていく必要があることか

ら、コンサルタントは施工監理段階において現地に最低限 1 人の技術者を常駐させ、総合的な
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工程管理、品質管理、出来形管理及び安全管理を実施する。また、機器の据付、試運転・調整、

引渡し試験等の工事進捗に併せて、他の専門技術者を派遣し、請負業者が実施するそれらの施

工監理を行う。更に必要に応じて、国内で製作される資機材の工場立会検査及び出荷前検査に

国内の専門家が参画し、資機材の現地搬入後のトラブル発生を未然に防ぐように監理を行う。 

(1) 施工監理の基本方針 

コンサルタントは、本工事が所定の工期内に完成するよう工事の進捗を監理し、契約書に

示された品質、出来形及び資機材の納期を確保すると共に、現場での工事が安全に実施され

るように、請負業者を監理・指導することを基本方針とする。 

以下に主要な施工監理上の留意点を示す。 

1) 工程管理 

請負業者が契約書に示された納期を守るために、契約時に計画した実施工程及びその実際

の進捗状況との比較を各月又は各週に行い、工程遅延が予測されるときは、請負業者に対し

注意を促すと共に、その対策案の提出と実施を求め、契約工期内に工事及び資機材の納入が

完了するように指導を行う。計画工程と進捗状況の比較は主として以下の項目による。 

① 工事出来高確認（資機材工場製作出来高及び土木・建築工事現場出来高） 

② 資機材搬入実績確認（変電・配電資機材及び土木・建築工事資機材） 

③ 仮設工事及び建設機械準備状況の確認 

④ 技術者、技能工、労務者等の歩掛と実数の確認 

2) 品質、出来形管理 

製作・納入・据付られた資機材及び建設された施設が、契約図書で要求されている資機材

及び施設の品質、出来形を満足しているかどうかを、下記項目に基づき監理を実施する。品

質、出来形の確保が危ぶまれるときは、コンサルタントは直ちに請負業者に訂正・変更・修

正を求める。 

① 資機材の製作図及び仕様書の照査 

② 資機材の工場検査立会い又は工場検査結果の照査 

③ 梱包・輸送及び現地仮置き方法の照査 

④ 資機材の施工図、据付要領書の照査 

⑤ 資機材の試運転・調整・試験・検査要領書の照査 

⑥ 資機材の現場据付工事の監理と試運転・調整・試験・検査の立会い 

⑦ 機材据付施工図・製作図と現場出来形の照査 
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3) 安全管理 

請負業者の責任者と協議・協力し、建設期間中の現場での労働災害及び、第三者に対する

事故を未然に防止するための安全管理を行う。現場での安全管理に関する留意点は以下のと

おりである。 

① 安全管理規定の制定と管理者の選任 

② 建設機械類の定期点検の実施による災害の防止 

③ 工事用車輌、運搬機械等の運行ルート策定と安全走行の徹底 

④ 労働者に対する福利厚生対策と休日取得の励行 

(2) 計画実施に関する全体的な関係 

施工監理時を含め、本計画の実施担当者の相互関係は、図 3-2-4-4.1のとおりである。 
 

日本国政府 交換公文  

  ザンジバル政府 

ＪＩＣＡ 贈与契約  

   

  ZECO 

・実施設計の承認   

・入札図書の承認   

・各契約書の認証  ＊工事請負契約 

・工事進捗報告等 ＊コンサルタント契約  

   

   

日本のコンサルタント 施工監理 日本の請負業者 

・実施設計図の作成  ・資機材の調達 

・入札仕様書の作成  ・資機材の輸送 

・入札業務の代行  ・資機材の据付 

・施工監理業務の実施  ・現場試験及び引渡し 

  ・OJTの実施 

＊備考：コンサルタント契約及び業者契約は日本国政府の認証が必要である。 

図 3-2-4-4.1 事業実施関係図 

(3) 施工監督者 

請負業者は、変電所の更新・新設及び 33 kV配電線資機材を調達・納入すると共に、当該

工事に係わる土木・建築工事を実施する。また同工事実施のために、請負業者は「タ」国現

地業者を下請け契約により雇用することになる。従って、請負契約に定められた工事工程、

品質、出来形の確保及び安全対策について、請負業者は下請け業者にもその内容を徹底させ

る必要があるため、請負業者は海外での類似業務の経験を持つ技術者を現地に派遣し、現地

業者の指導・助言を行うものとする。 
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本計画の変電設備及び配電線工事の規模・内容から、最低限、表 3-2-4-4.1に示す請負業者
側技術者の現場常駐が望ましい。 

表 3-2-4-4.1 請負業者側派遣技師 

派遣技師名 人数 業務内容 派遣期間 

現地調達管理要員 1 
工事全般の管理、関係機関との協議・調整・承認取得、

OJT実施責任者、資機材調達管理、通関手続きの実施、
労務管理、経理事務 

全工事期間（建

築工事期間及

び雨季中断期

間を除く） 

検査要員-1 1 配電機材製作図確認・照合・検査立会等 
図面承認期間

及び機器試験

期間 

検査要員-2 1 変電機材製作図確認・照合・検査立会等 
図面承認期間

及び機器試験

期間 
検査要員-3 1 建築図面確認･照合 図面承認機関 
現地調達管理補助

（建築） 
1 

所長補佐：建築（Mtoni変電所） 
現地下請け業者との調整等 

建築工事期間 

現地調達管理要員

補助要員 
（現地傭人） 

１ 現地調達要員の補助 
現地調達管理

要員の滞在期

間 
現地調達管理要員

補助要員 
（建築：現地傭人） 

2 
現地調達管理補助（建築）補佐： 
（Mwanyanya変電所、Welezo変電所） 

建築工事期間 

オフィスボーイ 
(現地傭人) 

1 雑用 全工事期間 

 

3-2-4-5 品質管理計画 

コンサルタントの施工監理要員は、本計画で調達される資機材の品質並びにそれらの施工／

据付出来形が、契約図書（技術仕様書、実施設計図等）に示された品質・出来形に、請負業者

によって確保されているかどうかを、下記の項目に基づき監理・照査を実施する。品質／出来

形の確保が危ぶまれる時は、請負業者に訂正・変更・修正を求める。 

① 資機材の製作図及び仕様書の照査 

② 資機材の工場検査立会い、又は工場検査結果の照査 

③ 梱包・輸送及び現地仮置き方法の照査 

④ 資機材の施工図、据付要領書の照査 

⑤ 資機材の試運転・調整・試験・検査要領書の照査 

⑥ 資機材の現場据付工事の監理と試運転・調整・試験・検査の立会い 

⑦ 機材据付施工図・製作図と現場出来形の照査 

3-2-4-6 資機材等調達計画 

本計画で調達・据付られる規模の変電設備及び一部配電設備機材は、「タ」国にて製作してい

ない。このため「タ」国では各プロジェクト資金の関係からヨーロッパ諸国並びに我が国から

様々な資機材が調達されている。一部ヨーロッパ諸国の変電設備製造会社では現地に代理店・
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製造工場（変圧器等）を置いているものもあるが、高圧変電機器に関して、事故・修理等の対

応や予備品調達等の必要なアフターサービス体制を整えているメーカーは少ない。従って、本

計画の変電設備用資機材の調達先の選定に当たっては、これ等の現地事情を考慮し、「タ」国技

術者による当該設備の運転・維持管理の容易性、予備品調達や故障時対応等のアフターサービ

ス体制の有無等に配慮して決定する必要がある。 

上記から、本計画で使用する資機材の調達先は下記のとおりとする。 

(1) 現地調達資機材 

工事用資機材：木柱（33 kV配電線用）、セメント、砂、コンクリート用骨材、コンクリー
トブロック、煉瓦、鉄筋、木材、ガソリン、ディーゼル油、工事用車輌、クレーン、トレー

ラー、その他仮設用資機材 

(2) 日本国調達資機材 

1) 変電設備用資機材 

33/11 kV変圧器、33/11 kV変電設備等 

2) 配電線用資機材 

33 kV配電線資機材等（鋼管柱、導体、碍子、腕金、接地設備） 

(3) 第三国調達資機材（DAC諸国、ASEAN） 

ABCケーブル（付属品等含む）、33/11 kV変電設備等 

3-2-4-7 初期操作指導・運用指導等計画 

工事完了前に本計画で調達された機材の初期操作指導並びに運転維持管理方法に関する指導

を実施する。この指導は、製造業者の指導員が運転維持管理マニュアルにしたがって OJTにて

行うことを基本とする。 

本指導計画を円滑に進めるために ZECO は、コンサルタント及び請負業者と密接な連絡・協

議を行い、OJTに参加する専任技術者を任命する必要がある。選任された ZECO の技術者は、
計画に参加できなかった他の職員に対して、技術を水平展開し、ZECO の維持管理能力の向上

に協力する必要がある。 

また、変電設備の運用や 33 kV配電線資機材据付時及び据付後の調整及び検査試験等には、

機材が設計時に想定された機能及び性能を発揮する事を確認する必要があり、工場検査試験デ

ータとの比較など技術レベルの高い技術者を必要とすることから、労務者以外の現地業者の活

用は困難であり、我が国から技術者を派遣し、品質管理、技術指導及び工程管理を行わせる必

要がある。 

3-2-4-8 実施工程 

我が国の無償資金協力制度に基づき、図 3-2-4-8.1に示すとおりの事業実施工程とした。 
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月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

（最終確認）

（入札図書作成）

（入札図書承認）

（入札図書配布・入札）

（入札評価・業者契約） （計：4.5ヶ月）

（機器製作図作成・承認取得）

（機器製作）

（資機材輸送）

（変電所・建築工事） （変電所・建築工事）

（33kV配電線工事）

（変電所・機材据付工事）

（試験・試運転・初期操作指導・総合試験）

（計：19.0ヶ月）

：国内作業

（合計：23.5ヶ月） ：現地作業

機
材
調
達
・
据
付

実
施
設
計

大雨季

 

図 3-2-4-8.1 事業実施工程表 

3-3 相手国側分担事業の概要 

本計画を実施するに当たり、3-2-4-3項「施工/調達区分」に示す「タ」国側施工範囲の他、｢タ｣
国側が実施・負担する事項は以下のとおりである。 

一般事項 

(1) 本計画に必要な情報及びデータの提供。 

(2) 本計画の調達資機材の｢タ｣国の港に於ける迅速な荷下ろし措置と、通関及び免税措置

の実施。（現地調達資機材の VAT免除を含む） 

(3) 本計画の資機材調達及び据付工事を目的として派遣された日本人（又は日本法人）へ

の労働許可手数料（又は事業税等）の免除（又は負担）及び関連手続き。 

(4) 軍用施設等立ち入り禁止区域及び周辺での工事関係者の作業許可 

(5) 我が国の外国為替公認銀行における口座開設費用と支払手数料の負担。 

(6) 我が国の無償資金協力に含まれず、本計画の実施に必要な全ての費用の負担。 

(7) 本計画の運転・維持管理技術を移転するための専門技師の任命と、建設工事期間中の

工事確認と資機材の品質検査への立会い。 

(8) 我が国の無償資金協力で建設・調達された施設・機材の適切な使用と維持管理の実施。

（配電線ルートの草刈り、樹木の伐採等含む） 

(9) 環境モニタリングの実施 
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「タ」国側負担工事 

(10) 変電所・配電線用地、仮設資機材置き場及び現場事務所用地の確保 

(11) 変電所・配電線用地の整地、樹木等の伐採及び障害物の撤去 

(12) 変電所のフェンス及び門（恒久用） 

(13) 工事用駐車場の無償提供 

(14) Mwanyanya変電所及び配電線用地までの資機材輸送に係るアクセス道路の建設 

(15) 変電所、仮設資機材置き場及び現場事務所までの電源、水道、排水管引込工事 

(16) 電話線の移設、その他 

(17) 配電資機材（日本側調達のみポーション）の据付工事 

(18) 据付工事期間中の停電作業 

(19) 新設変電所・配電線と既設変電所・配電線との接続作業 

(20) Mwanyanya変電所からの 11 kV配電線接続地点における電柱取替工事 

(21) Fumba線架け替えに伴う、既設配電用変圧器等の移設 

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

3-4-1 基本方針 

本計画地域内の需要家への電力供給信頼度を向上させ、安定した電力供給運営を行うために

は、配変電設備の適切な運転・保守（O&M）及びそれらの周辺環境の保全が不可欠である。こ

のため、各設備の事故発生率を低減させ、信頼性、安全性及び効率の向上を目指した、適切な

予防保全と維持管理の実施が望まれる。 

図 3-4-1.1に配電・変電設備の維持管理に関する基本的な考え方を示す。これより、本計画で
調達・据付られる機材及び建設される施設の維持管理は、予防保全を中心に実施する必要があ

る。 
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図 3-4-1.1 配電・変電設備の維持管理の基本的な考え方 

本計画においては、据付工事及び試験調整期間中に我が国の請負業者により派遣される技術

者によって、当該送配変電設備の運転・維持管理に関する OJTを実施する計画である。併せて

日本側から必要な予備品、試験器具、保守用工具及び運営・維持管理マニュアルを供与し、供

用開始後の運営・維持管理体制について提案する事により、十分その効果を発揮することが可

能である。 

3-4-2 運営・維持管理体制 

本計画実施後に運営・維持管理を担当する ZECO では、ZECO 本社が統括管理の下、以下の
所轄事務所による実施体制を計画しており、適切な電力事業運営を行うための組織・人員体制

が期待できる。 

・Mtoni変電所 

・Mwanyanya変電所 

・Welezo変電所 

・33 kV配電線（北ルート線、南ルート線及び Fumbaルート線）：ZECO本社 

3-4-3 定期点検項目 

(1) 変電所設備の定期点検 

本計画で調達・据付される変電設備の標準的な定期点検項目は、表 3-4-3.1に示すとおりで
ある。上記設備の点検は、①機器の異常発熱、異常音等を人間の五感により毎日点検する“巡

視点検”、②各機器のボルト等の締付け状態、絶縁物の表面汚損状態等、日常の巡視点検では

出来ない荷電部の点検を行う“普通点検”、及び③各機器間のインターロック機構等の機能点

検及び計器類の精度維持を実施する“精密点検”に分類される。 

なお、通常普通点検は 1～2年に 1度、精密点検は 4年に 1度程度実施される。また、配電
盤等に内蔵されているヒューズ、計器、リレー等の性能劣化、絶縁性能の劣化、接点の摩耗

並びに特性が変化する部品は、普通点検及び精密点検時に、部品の特性と使用頻度を確認し

た上で、適宜交換することが望ましい。 

配電・変電設備の適切な維持管理 

＊ 保守効率の向上 
＊ 作業効率の向上 

効率性の向上 

＊ 自然災害からの保護 
＊ 人為障害からの保護 

安全性の向上 

＊ 電気の質の向上 
＊ 事故発生の防止 
＊ 事故の影響の最小化 
＊ 事故復旧の迅速化 
＊ 経年劣化の抑制 

信頼性の向上 
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表 3-4-3.1 標準的な設備機器の定期点検項目  

点検項目 点検内容（方法） 
巡視 
点検 

普通 
点検 

精密 
点検 

開閉表示器、開閉表示灯の表示状況 ○ ○  
異常音、異常臭の発生の有無 ○ ○  
端子部の加熱変色の有無 ○ ○  
ブッシング、碍管の亀裂、破損の有無及び汚損の状況 ○ ○  
設置ケース、架台等の発錆状況 ○ ○  
温度異常の有無（温度計） ○ ○  

設備外観 

ブッシング端子の締付け状況(機械的ﾁｪｯｸ) ○ ○  
各種計器の表示状況 ○ ○ ○ 
動作回数計の指示  ○ ○ 
操作函、盤内の湿潤、さびの発生の有無及び汚損の状況  ○ ○ 
給油、清掃状況  ○ ○ 
配線の端子締付け状況 ○ ○ ○ 
開閉表示の状態確認  ○ ○ 
漏気、漏油の有無  ○ ○ 
操作前後の圧力確認（空気圧等）  ○ ○ 
動作計の動作確認  ○ ○ 
スプリングの発錆、変形、損傷の有無（手入れ） ○ ○ ○ 
各締付け部ピン類の異常の有無  ○ ○ 
補助開閉器、継電器の点検（手入れ）  ○ ○ 

操作装置 
及び 
制御盤 

直流制御電源の点検 ○   
絶縁抵抗の測定  ○ ○ 
接触抵抗の測定   ○ 
ヒータ断線の有無  ○ ○ 

測定･試験 

継電器動作試験  ○ ○ 

(2) 配電線路の定期点検 

配電線の維持管理は、日常の巡回点検により事故・損傷・破損個所を発見し、直ちに事故

復旧作業を実施することが需要家への最も重要なサービスである。また、配電線路の樹木等

への接触による地絡事故等が予想される時は、予め樹木の伐採等の予防措置を取る必要があ

る。以下に主な日常巡回時の点検項目を示す。 

① 電線の切断の有無 

② 碍子の破損の有無 

③ 電線と樹木等の接触の有無 

④ 電柱の破損の有無 

⑤ 電柱の傾斜の有無 

⑥ 各種開閉器の状態確認 
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3-4-4 予備品購入計画 

(1) 予備品の分類 

本計画で対象とする予備品は以下の用途に分類される。 

① 消 耗 品 ： 機材の消耗・劣化状況に応じて交換を必要とする部品 

② 交換部品 ： 機材の部品の破損等により交換が必要となる修理用部品 

③ 緊急予備品 ： 機材の事故等により変配電システムの停止につながる、緊急時に交

換が必要となる機器 

(2) 予備品の対象設備 

本計画で調達する消耗品、交換部品、緊急予備品は以下の設備を対象とする。 

① 33/11 kV変電設備 

② 33 kV配電線設備 

(3) 予備品分類毎の選定条件 

1) 消耗品 

日常の運用において消耗・劣化し、定期的に交換が必要となる部品とし、年間必要と予想

される数の 100 %とする。 

2) 交換部品 

日常の運用において消耗･劣化し、定期的に交換が必要となる部品とし、当面必要となる数

とする。 

3) 緊急予備品 

想定・予想しえない何らかの事象により機器が損傷した場合、電力の安定供給に大きな障

害を及ぼし、かつ、現場での早期修理が困難な機器とする。本計画での緊急予備品の選定理

由は以下のとおりである。 

① 避雷器、遮断器等の「保護機器」については、雷撃（Lightning Impulse）及び地絡事故、

開閉時のサージ（Switching Impulse）等の異常電流・電圧から系統を保護する役割を担

っており、故障した場合に直ちに交換が必要となる。本計画対象地域は雷雨の発生が

多い地域であり、雷が多発する時期に故障した保護機器を交換せずに系統運用を継続

すると、引き続き起こった雷撃で故障した場合には系統の一次側変圧器（基幹変電所）

が故障し、火災が発生する危険があり、広範囲な電力供給停止に繋がる恐れがある。 

また、「タ」国側が保有する既存の技術では故障した機器の現場での早期復旧は困難で

あることから、「タ」国側は、故障した機器を新しいものに取替え、電力の早期復旧を

図る必要がある。しかしながら、本計画で運営・維持管理を担当する部局は、交換用

の当該機材を保有していない。よって、取替用の緊急予備品としての保護機器等を調
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達する必要がある。 

② 真空遮断器については(a)遮断器本体を緊急予備品として調達する方法と(b)コイル、パ

ッキン類を交換部品として調達する方法が考えられるが、(b)の方式は交換・試験技術

が必要となり、「タ」国側の技術力を考慮し、本計画では(a)の遮断器本体を調達する

必要がある。 

(4) 予備品の予算処置 

本計画では、最低限必要な 1 年分の消耗品、及び交換部品を日本側にて調達する計画であ

り、その項目は表 3-4-4.1のとおりであるが、「タ」国は、本計画完了後の 1年後までに、必

要な追加消耗品及び交換部品の購入費用を予算化する必要がある。 

(5) 試験器具及び保守用道工具 

本計画では適正な維持管理のために必要な、試験器具及び保守用道工具を調達する。特に

保守用道工具については、以下の状況を踏まえ調達する必要がある。 

① 本計画により設置される変電・配電設備を運営維持管理するための新規の保守用道工
具が必要となる。 

② その他地域についても、既設設備とは仕様の異なる日本製機器が調達・据付されるこ
とから、本計画で調達される設備に対応した、必要最低限の保守用道工具を新規に調

達することが要請されている。 

表 3-4-4.1 本計画で調達する予備品及び保守用道工具 

項  目 単位 
Mtoni 
変電所 

Welezo 
変電所 

Mwanyanya 
変電所 

33 kV配電
線 

1. 緊急予備品      
(1) 33 kV避雷器（単相、10 kA） 個    9 
(2) 11 kV避雷器（単相、5 kA） 個    9 
(3) 33 kV 真空遮断器（630 A） 台 1 1 1  
(4) 33 kV 真空遮断器（1250 A） 台 1    
(5) 11 kV 真空遮断器 台  1 1  
(6) 33/11 kV 主変圧器用 1次ブッシング 本 1 1 1  

2. 消耗品      
(1) 33/11 kV変圧器用シリカゲル(20kg缶) 缶 1 1 1  
(2) 照明設備用ランプ 個 1 1 1  
(3) 照明設備用安定器 個 1 1 1  

3. 交換部品      
3.1 33 kV閉鎖型配電盤用      

(1) ランプ（各種）又は LEDの場合は 10％(ソケ
ット含む) 

% 100 100 100  

(2) ヒューズ（各種） 個 1 1 1  
(3) MCCB（各種） 個 1 1 1  
(4) 保護継電器（各種） 個 1 1 1  
(5) 補助継電器（各種） 個 1 1 1  
(6) スペースヒーター（サーモスタット付き） 個 1 1 1  
(7) メーター（各種） 個 1 1 1  
(8) 計器用変流器（各種） 個 1 1 1  
(9) 計器用変圧器（各種） 個 1 1 1  
(10) スイッチ（各種） 個 1 1 1  
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項  目 単位 
Mtoni 
変電所 

Welezo 
変電所 

Mwanyanya 
変電所 

33 kV配電
線 

3.2 11 kV閉鎖型配電盤用      
(1) ランプ（各種）又は LEDの場合は 10％(ソケ

ット含む) 
%  100 100  

(2) ヒューズ（各種） 個  1 1  
(3) MCCB（各種） 個  1 1  
(4) 保護継電器（各種） 個  1 1  
(5) 補助継電器（各種） 個  1 1  
(6) スペースヒーター（サーモスタット付き） 個  1 1  
(7) メーター（各種） 個  1 1  
(8) 計器用変流器（各種） 個  1 1  
(9) 計器用変圧器（各種） 個  1 1  
(10) スイッチ（各種） 個  1 1  

3.3 制御盤用（33 kV, 33/11 kV）      
(1) 補助継電器（各種） 個 1 1 1  
(2) メーター（各種） 個 1 1 1  
(3) ランプ（各種）又は LEDの場合は 10％（ソ

ケット含む） 
% 100 100 100  

(4) ヒューズ（各種） 個 1 1 1  
(5) 警報窓ユニット 個 1 1 1  
(6) 操作スイッチ（各種） 個 1 1 1  

3.4 計測盤用（33 kV, 33/11 kV）      
(1) ランプ（各種）又は LEDの場合は 10％（ソ

ケット含む） 
% 100 100 100  

(2) メーター（積算電力量計） 個 1 1 1  
3.5 33/11 kV変圧器制御保護盤用      

(1) 保護継電器（各種） 個 1 1 1  
(2) メーター（各種） 個 1 1 1  
(3) ランプ（各種）又は LEDの場合は 10％（ソ

ケット含む） 
% 100 100 100  

(4) ヒューズ（各種） 個 1 1 1  
(5) 警報窓ユニット 個 1 1 1  
(6) 操作スイッチ（各種） 個 1 1 1  

3.6 低圧盤      
(1) MCCB（各種） 個 1 1 1  
(2) メーター（各種） 個 1 1 1  
(3) ランプ（各種）又は LEDの場合は 10％（ソ

ケット含む） 
% 100 100 100  

(4) ヒューズ（各種） 個 1 1 1  
3.7 直流電源装置      

(1) MCCB(各種) 個 1 1 1  
(2) メーター（各種） 個 1 1 1  
(3) ランプ（各種）又は LEDの場合は 10％（ソ

ケット含む） 
% 100 100 100  

(4) ヒューズ（各種） 個 1 1 1  
3.8 33 kV, 11 kVケーブル      

(1) 屋外 33 kVケーブル端末処理材（各種） 組 1 1 1  
(2) 屋内 33 kVケーブル端末処理材（各種） 組 1 1 1  
(3) 屋外 11 kVケーブル端末処理材 組  1 1  
(4) 屋内 11 kVケーブル端末処理材 組 1 1 1  

3.9 33/11 kV 変圧器      
(1) ガスケット 組 1 1 1  
(2) ブッフホルツリレー 個 1 1 1  
(3) 油温計 個 1 1 1  
(4) 油面計 個 1 1 1  
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項  目 単位 
Mtoni 
変電所 

Welezo 
変電所 

Mwanyanya 
変電所 

33 kV配電
線 

4. 試験器具      
(1) 変圧器用オイル浄化装置(下記構成) 
・ オイル浄化器（屋外、可搬式、4,000 L/時間） 
・ 真空ポンプ装置（屋外、可搬式、3,000 L/分） 
・ オイルフィルタ（屋外、タンク式 200 L/分） 

組 1  

 

 

(2)  オイル絶縁試験器 台 1    
(3) 単相保護継電器試験装置 組 1    
(4) 三相保護継電器試験器 台 1    
(5) ユニバーサルテスター 台 1    
(6) 検相計 台 1   1 
(7) 保護継電器故障解析器 台 1    
(8) 検電器(AC3～35 kV) 台 1 1 1 1 
(9) 検電器(AC 600 V) 台 1 1 1  
(10) 絶縁抵抗計（メガー） 500 V 台 1 1 1 1 
(11) 絶縁抵抗計（メガー） 1000 V 台 1 1 1 1 
(12) 直流耐圧試験器（0~100 kV DC検電器含む） 台 1    
(13) 簡易型接地抵抗計 台 1 1 1 1 
(14) ディジタル式マルチメーター 台 1 1 1 1 
(15) クランプ式テスター 台 1 1 1  
(16) クランプ式テスター（電力量計用） 台 1 1 1 1 

5. 保守用道工具      
(1) 圧縮器（ダイス付き） 台    3 
(2) 圧縮工具(10 - 120 mm2) 台    3 
(3) 圧縮工具(10 - 250 mm2) 台 1 1 1  
(4) ケーブルカッター 台 1 1 1 3 
(5) 電気用工具 組 1 1 1 3 
(6) 線路区分開閉器用操作棒 台    3 
(7) 遮断器引出し用リフター 台 1 1 1  

ABCケーブル架線用工具      
(8) 延線用ウインチ(車両搭載型) 台    1 
(9) 延線用ロープ（直径 20 mm×500 m） 組    1 
(10) ケーブルドラムスタンド 組    4 
(11) ガイド金車 組    24 
(12) カムアロング(張力 17 kN) 台    8 
(13) シメラー（張力 16 kN） 台    4 
(14) プーリンググリップ(22 kV用) 組    4 
(15) より戻し器 組    4 
(16) テンションメーター(20 kN) 組    4 
(17) ラチェット装置（Ratchet wrench set） 組    4 
(18) ウインチ 組    4 
(19) 端末処理用トーチ 組    4 

 

3-5 プロジェクトの概略事業費 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 

本計画を我が国の無償資金協力により実施する場合の事業費総額は、約 32.28億円となり、先
に示した我が国と「タ」国との施工負担区分に基づく双方の経費内訳は、以下に示す積算条件

において、次のとおりと見積もられる。ただし、ここに示す概略事業費は暫定値であり、必ず

しも交換公文上の供与限度額を示すものではなく、協力対象事業の実施が検討される時点にお

いて更に精査される。 
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(1) 日本側負担経費     概算総事業費 約 3,059百万円 
 

費目 概略事業費（百万円） 

機 材 

・ Mtoni変電所用 33 kV設備増設 
・ 33/11 kV Mwanyanya変電所新設 
・ 33/11 kV Welezo変電所新設 
・ 33 kV配電線増設・更新 
・ 配電線用資機材調達 
・ 試験器具・保守用道工具 
・ 交換部品 
・ 緊急予備品 
・ 消耗品 

2,954 

実施設計・施工/調達監理 105 
 

(2) 相手国側負担経費    2,771,338,000 TZS（約 168.50百万円） 

「タ」国側の負担事項内容、及び金額は以下に示すとおりである。 
 

① 新規変電所用地、配電線路用地、及び資機材置場の確保： 18,500,000 TZS （約1.12百万円） 

・ Mwanyanya変電所用地の補償費 = 3,500,000 TZS 
・ Welezo変電所用地の補償費 = 15,000,000 TZS 

  

② サイト内の整地・造成、草刈り、及び障害物の撤去： 242,700,000 TZS （約14.76百万円） 

・ 変電所用地の整地(100,000 TZS × 3サイト) = 300,000 TZS 
・ バッファゾーン内の草刈り 

      （3,000 TZS × 80,800 m） = 242,400,000 TZS 

 

③ 事業完成後の新変電所用地周辺のフェンス及び門扉の設置： 32,000,000 TZS （約1.95百万円） 

・ Mwanyanya変電所用 = 14,000,000 TZS 
・ Welezo変電所用 = 18,000,000 TZS 

  

④ サイト外部のアクセス道路工事： 6,000,000 TZS （約0.36百万円） 

⑤ 水道（公共上下水道）工事： 6,000,000 TZS （約0.36百万円） 

・ 2,000,000 TZS × 3サイト = 6,000,000 TZS   

⑥ 汚水排水工事（衛生汚水と雨水）： 21,000,000 TZS （約1.28百万円） 

・ 7,000,000 TZS × 3サイト = 21,000,000 TZS   

⑦ 工事期間中の日本人管理者及び技術者の登録費： 53,550,000 TZS （約3.26百万円） 

・ コンサルタントの登録費 = 26,400,000 TZS 
・ 請負業者の登録費 = 27,150,000 TZS 

  

⑧ Welezo変電所における既設電話線の移設： 3,000,000 TZS （約0.18百万円） 

⑨ 資機材の据付（機材供与部分）： 12,080,000 TZS （約0.74百万円） 

⑩ Mwanyanya変電所近郊におけるフィーダーの接続のための
既設11 kV引通し柱から11 kV両引留柱の取替： 4,000,000 TZS （約0.24百万円） 

⑪ 住民移転費用 2,372,508,000 TZS （約144.25百万円） 
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⑫ 支払授権書（A/P: Authorization to Pay）手続き費用： 47,031,000 TZS （約2.86百万円） 

・ A/Pの助言手数料 = 156,000 TZS 
・ 支払手数料 = 46, 875,000 TZS 

  

(3) 積算条件 

① 積算時点：2010年 10月 

② 為替交換レート： 1 US$＝89.91円（2010年 4月から 2010年 9月までの TTS平均値） 

 1 TZS=0.0608円（2010年 4月から 2010年 9月までの TTS平均値） 

 1 Euro＝115.31円（2010年 4月から 2010年 9月までの TTS平均値） 

③ 施工・調達期間：詳細設計並びに機材調達・据付の期間は施工工程に示したとおりで
ある。 

④ その他：本計画は、日本国政府の無償資金協力のスキームに従い実施される。 

3-5-2 運営・維持管理費 

ZECO 既存の変電所及び送配電線を維持管理しており、本計画で更新・新設される変電所

及び新設される配電線の供与開始後の運転・維持管理も担うことになる。 

本計画にて新設される変電所のうち、新設される変電所では、8名の運転員が配属される予

定であるが、これらの要員は ZECO 内部の配置転換により充当される見込みであるため新た

な雇用の必要はない。変電所以外の更新・新設される配電線については、現状の要員が対応

することになる。 

なお、本計画で更新・新設される変電所を健全に運用するためには表 3-4-4.1に示す予備品

（消耗品及び交換部品）を常備する必要があり、必要に応じて予算化（約 150 百万 Tsh/年）

しておく必要がある。同支店の 2010年の修理・維持費は約 1,570百万/Tshであることから、

本計画で更新・新設される変電所の維持管理費は ZECOの予算内で確保できると考えられる。 

3-6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

協力対象事業の円滑な実施に直接的な影響を与えると考えられる留意事項としては、下記が

考えられる。 

(1) 33 kV配電線の建設により影響を受ける住民への補償並びに合意取得が遅れると、配電
線の建設工程に影響を及ぼすので、「タ」国側は関連手続きの進捗状況に留意する必要

がある。 

(2) 本計画で建設する Fumba ルート線は、他ドナーによる変電設備の新設が予定されてい

ることから、「タ」国側は設備の配置計画や据付工程を調整し、双方の計画に支障が生

じないよう留意する必要がある。 

(3) MCA-Tで建設する 132 kV工事が遅れた場合、事業の実施による効果の発現に影響を及
ぼすことから、「タ」国側は設備の配置計画や据付工程を調整し、双方の計画に支障が

生じないよう留意する必要がある。 
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(4) 「タ」国は「タ」国側負担工事に係わる予算計上を遅延なく行い、本計画実施前に必要

な工事を確実に行う必要がある。特に、用地確保については、既に土地利用者との話し

合いが 2011年 2月に終了する予定であるが、工事開始前に整地等を確実に行う必要が

あることから、「タ」国側は用地取得工程を調整し、事業に支障が生じないよう留意す

る必要がある。 
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第 4 章 プロジェクトの評価 

4-1 プロジェクトの前提条件 

4-1-1 事業実施のための前提条件 

変電所用地の取得、配電線下用地の占有に対する補償、本プロジェクトの実施に係る環境許

可の取得及び以下の相手国負担工事が事業実施のための前提条件となるが、「タ」国側が必要な

手続きを実施しており、特段の懸案はない。 

(1) 変電所・配電線用地、仮設資機材置き場及び現場事務所用地の確保 

(2) 変電所・配電線用地の整地、樹木等の伐採及び障害物の撤去 

(3) 工事用駐車場の無償提供 

(4) Mwanyanya変電所及び配電線用地までの資機材輸送に係るアクセス道路の建設 

(5) 変電所、仮設資機材置き場及び現場事務所までの電源、水道、排水管引込工事 

(6) 変電所用地内の電話線の移設（Welezo変電所のみ） 

(7) Mwanyanya変電所からの 11 kV配電線接続地点における電柱取替工事 

4-1-2 プロジェクト全体計画達成のための前提条件・外部条件 

プロジェクトの効果を発現・持続させるために「タ」国側が取り組むべき課題は以下の通り

である。 

(1) 「タ」国は 33 kV配電線の建設により影響を受ける住民への補償等、「タ」国側負担

工事に係わる予算計上を遅延なく行い、本計画実施前に必要な工事を確実に行う必要

がある。また、本計画で建設する変電所用地確保についても確実に行われる事 

(2) 維持管理に必要な職員の研修等の予算が確保され、必要な堅守に参加できる事 

(3) ZECOの料金徴収等収入にかかわる維持管理がスムーズに行われ、財政的に健全な状
態である事 

(4) 他ドナーで建設する 132 kV工事及び本計画で建設する Fumba線は、他ドナーによる

変電設備の新設が遅れた場合、事業の実施による効果の発現に影響を及ぼすことから、

「タ」国側は設備の配置計画や据付工程を調整し、双方の計画に支障が生じないよう

留意する必要がある。 
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4-2 プロジェクトの評価 

4-2-1 妥当性 

以下に示す通り、本計画は「タ」国の開発計画やエネルギー政策の実現に資するとともに、

貧困層を含む一般国民に裨益するものであることから、協力対象事業の妥当性は高いと判断さ

れる。 

(1) 裨益人口 

本計画の実施により、ウングジャ島の住民、約 62万人に対する、安定した電力を供給する
ことが可能となる。また、33 kV配電線を整備することにより、同島全域に対する電力の過負

荷状態が緩和される。なお、現地調査で ZECOに確認した各フィーダーの需要家（裨益世帯）

数は、表 4-2.1に示す。 

表 4-2.1 ZECOの顧客世帯数（軒） 

電力供給地域 本計画で該当するコンポーネント 一般家庭 公共施設 商業施設 
・工場 

小計 合計 

既設 33kV Northフィー
ダー周辺 

33kV Mtoni - Mahonda線新設及び、
Mwanyanya変電所新設 18,566 85 40 18,691 

既設 33kV Southフィー
ダー周辺 

33kV Mtoni - Tunguu線新設及び、
Welezo変電所新設 

18,610 96 34 18,740 

既設 33kV Fumbaフィー
ダー周辺 

33kV Mtoni - Fumba線新設 16,396 79 37 16,512 

53,942 

[出所] ZECO 

(2) 公共福祉施設の安定した運営への貢献 

上記の表 4-2.1 ZECOの顧客世帯数（軒）に示すとおり、学校、病院といった公共福祉施

設（260箇所）への安定した電力供給に資する。本計画により電力設備の改善が図られ、前述

の公共福祉施設で利用されるレントゲンなどの医療器具の他、工場及びホテル等の電動工具

利用の際における停電や電圧降下といった電源の問題が緩和されることにより、電気製品の

故障減少や利用時間の拡大などが可能となり経済発展に貢献するものである。 

(3) 運営・維持管理能力 

本計画で調達する資機材の取り扱い方法は、「タ」国で広く利用されている電力設備用機材

と同様である。このため「タ」国の保有する技術力で十分に運用・維持管理が可能であり、

本計画実施上、特に問題は発生しないと判断される。また、Mtoni変電所事故及び過負荷時等

の際には変電所の非常用発電機により配電を行うが、同発電機による発電原価は、「タ」国本

土より送電される電力利用原価に比較して高価となっており、ZECO の財政を圧迫している

ことから、本計画が実現することで支出負担が緩和される。 

(4) 「タ」国の開発計画に資するプロジェクト 

本計画は「タ」国により作成された開発計画である MKUZA 及びエネルギー政策である
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Zanzibar Energy Policy 2009に示された安定した電力供給の実現に資するとともに、貧困層を

含む一般国民に裨益するものであることから、協力対象事業の妥当性は高いと判断される。

また、本計画対象地は学校や病院等の社会福祉施設及び一般住宅等による電力需要も増加し

ているが、これまで設備投資等が滞ったなどの理由から送配電設備の過負荷及び老朽化等が

発生し、頻繁な停電や電圧降下等、供給信頼度を損なう電力供給制限及び設備事故による供

給支障が頻発しており、住民及び公共施設等の需要家は不安定的な電力供給を強いられてい

る。本計画により、電力設備の更新及び増容量が実現する事で、停電時間の改善など多大な

効果が期待されると同時に、緊急に改善する必要のあるザンジバルの電力供給が改善される

事から、我が国の無償資金協力を実施することの緊急性は高い。 

(5) 我が国の無償資金協力スキーム 

本計画は、主要な機材の調達国が日本であること、E/N 期限内にプロジェクトが終了する
ことといった無償資金協力スキームの枠内で無理のない事業内容と工程計画を策定しており、

特段の困難なく実施可能である。ZECO は国営企業である事及び、事業内容は前述のとおり

妥当性及び緊急性を有する内容であり、また前述の通り維持管理体制についても問題ないこ

とから我が国の無償資金協力スキームがプロジェクトの実施に支障となることはない。 

(6) 我が国の技術を用いる必要性・優位性 

我が国は停電時間や電圧変動を少なくし、安定した電力供給を需要家に提供するため、電

力機器の信頼性向上等の技術を有しており、これらの変電設備及び配電設備に係る我が国で

長年に渡り利用されてきた安定供給に係る技術を活用することが可能である。 

4-2-2 有効性 

本計画の実施により期待される効果は、以下のとおりである。 

① 定量的効果 

指標名 基準値（2010年） 目標値（2018年） 

停電時間 
33 kV配電線の迂回回線が無い事か
ら、事故や工事の際に代替ルートで

電力を安全に供給できる冗長性がな

く、事故による停電が長期化してい

る。 

年間約 120時間 12時間*1) 

電力供給設備容量の増加 40 MW 78 MW 

需要端における電圧降下 
33 kV配電線による配電容量に余裕
が無い事から、需要家の拡大が困難

であり、公共施設や産業用の電力供

給に支障をきたしている。 

33 kV 配電線回線が不足している
事から、各配電線の電圧降下は 2
～22 ％である。 

2～9 ％改善される*2) 

電力損失の減少 
既存の配電系統において需要が大き

く許容範囲を超える電圧降下が見ら

現在の配電系統全体の電力損失は

約 7 MWである。 
5 MW以下*2) 
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れることから、電力損失（ロス）が

大きく、電力供給上の効率が悪い。 

*1) 嵐等による立ち木の配電線への接触等、自然災害により起因する事故停電のみとし、最小時間とした。 

*2) 電力潮流計算結果による 

② 定性的効果（プロジェクト全体） 

現状と問題点 本計画での対策 
（協力対象事業） 

計画の効果・改善程度 

ザンジバルでは、送配電設備の老朽

化や過負荷のため頻繁に停電が発生

し、地域の産業の発展を阻害してい

る。 

変電所の更新、新設並びに配電線

の建設を行う。 
安定した電力供給が行われること

で、ホテルなどの観光の他、工業な

ど地域の産業が活性化される。 

ザンジバルでは、送配電設備の老朽

化や過負荷のため頻繁に停電が発生

し、医療機関の安定した運営に影響

を及ぼしている。 

変電所の更新、新設並びに配電線

の建設を行う。 
病院、大学等に安定した電力供給が

行われることで、これらの医療機関

及び教育機関等に安定した運営、住

民サービスの向上に寄与する。 

ザンジバルでは、送配電設備の老朽

化や過負荷のため頻繁に停電が発生

し、地域住民の生活環境が悪化して

いる。 

変電所の更新、新設並びに配電線

の建設を行う。 
安定した電力供給が行われること

で、地域住民の生活環境が改善され

る。 

 

本計画の各コンポーネントによる個別の裨益効果を次表に示す。 

③ 定性的効果（コンポーネント別） 

コンポーネント 現状の問題点 期待される効果 

北ルート 
【 33 kV Mtoni～
Mahonda 線新設及
び、Mwanyanya変電
所新設の裨益対象】 

ウグンジャ島の変電・送配電設備は、財政不足

等の理由から設備投資が遅れ、配電容量が不足

し、基幹電力設備である 132/33 ｋV Mtoni変電
所等は過負荷状態となっており、事後が多発し

ている。このため、同市では事故が発生してお

り、長時間の停電を余儀なくされている。33 kV 
North フィーダーは過負荷による事故停電頻度
が多く、最も多い日は停電時間：2 時間 24 分/
日、停電回数 12 回/日であった（2010 年）。ま
た、例えば既設 33kV North フィーダーの末端
である Nunguiの Promiser Lodgeの 2010年 10
月 10日の電圧測定値は 175 V（定格：230 Vに
対して 76 %）であり、ZECOからの 33 kV配電
線の電圧降下が大きい。 

ザンジバルの大型病院である Military 
Hospital（病院を利用する患者約 3000
人/月）は、現在の電力需要に対して十
分な電力を受けていない。現在不足し

ている病棟の拡張を計画しているが、

医療機器維持管理に必要な電力の確保

が問題である。本計画が実施される事

により、本計画対象地の公共施設、商

店等の安定した運営が可能となり、都

市機能と住民生活が活性化する。本計

画の北ルート線新設及びMwanyanya変
電所新設を行うことで電圧降下等の問

題が大幅に改善され、Military Hospital
では電気を利用する医療機関及びレン

トゲン映像などが安定し、医療サービ

スの提供、自家発電用燃料費の削減等

によって、病院を利用する患者に対す

る裨益効果が期待されるなど、公共施

設、住民など多くの需要家に裨益効果

がある。 

南ルート 
【 33 kV Mtoni～
Tunguu線新設及び、
Welezo 変電所新設
の裨益対象】 

33 kV Southフィーダーは事故停電頻度が比較
的多く、停電頻度が最も多い日は停電時間：1
時間 21 分/日、停電回数 6 回/日である（2010
年）。また、既設 33 kV Southフィーダーの末端
であるMichamvi Schoolの 2010年 10月 9日の
電圧測定値は 175 V（定格：230 V に対して
76 %）であり、上記 33 kV Northフィーダーと
同様、ZECOからの 33 kV配電線の電圧降下が

ザンジバル大学では、将来、理工系の

学部も視野に入れており、本計画によ

り電力事情が改善する事により学部設

立の実現が可能となるなど、公共施設、

住民など多くの需要家に裨益効果があ

る。 
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非常に大きい。南ルートに位置する、ザンジバ

ル大学（設立 1998年、生徒数約 2000人、教職
員 101人）では配電線の電圧降下が大きいだけ
でなく停電も頻繁に発生している事から、教育

機材の維持管理に支障をきたしている。 

Fumbaルート 
【 33 kV Mtoni～
Fumba 線新設の裨
益対象】 

33 kV Fumbaフィーダーは North及び Southフ
ィーダーと比較して負荷が少ないため、過負荷

による事故停電は発生していない。しかし、33 
kV Fumbaフィーダー沿いに位置する空港の拡
張計画や、Fumba地域周辺の工場及びホテルの
新規開発計画により、近い将来負荷が急上昇す

ると想定されるため、これに伴い過負荷状態に

なる可能性が高い。また、既設 33 kV Fumbaフ
ィーダーの末端である Fiber Glass Factory の
2010年 10月 11日の電圧測定値は 190.6 V（定
格：230 Vに対して 82.9 %）であった。このた
め、配電線端末の工業地帯では電力の供給制限

があり、例えば小型漁船を製造する工場（従業

員約 10 名）などでも現在 4 時間程度のみ電動
工具が利用できないため、不安定な生産体制を

取らざるを得ず、このため稼働時間は数時間/
日程度となっている状況である。 

本計画により、停電による自家発電の

運転が抑制され、公共施設や一般市民

のエネルギー支出が緩和される。本計

画により十分な電力が受電可能となっ

た場合には、照明器具及び電動工具も

十分利用する事が可能となることで、

工場の製造も拡大が可能となり、安全

な作業環境とともに安定した雇用や収

益も向上する事が可能となる。 

④ 本計画による裨益効果の具体例 

プロジェクトの裨益効果は、単に電力供給の品質や信頼性が向上するといったことにとどま

らず、その結果、プロジェクト対象地域の住民にとってどのような便益がもたらされるか、と

いう視点での評価が重要である。この観点から、本調査では主な裨益対象と想定される公共施

設（病院、学校）や工場等を訪問し、ベースラインとなる現在の電力事情と予想される裨益効

果についてインタビューを行った。その結果を以下に示す。 

1) Zanzibar Military Hospital 
【33 kV Mtoni~Mahonda線新設及び、Mwanyanya変電所新設の裨益対象】 

面会者 Dr. Haroub Yussuf（Dr. Incharge） 

施設の概要及び 
現在の状況 

・病院への電力はMtoni変電所の 33 kV配電線から供給されている。 

・関係者数：スタッフ数：約 95名 

      入院患者数：約50名 

      外来患者数：3000名以上/月 

・タンザニアの軍事施設（Tanzania People’s Defense Force）の所有であるが患者の 90 %以上は
一般の患者である。政府の補助金を受けており、治療費を支払うことができない患者も受け

入れている。 

・設立年：1985年  

・敷地内面積：32ヘクタール 

・自家用発電設備は 1台（容量は不明）あるが、容量が小さく、停電時に病院内の重要設備の
みに電力供給を行っている。 

・病院内変圧器は 2台（容量は 100 kVA及び 200 kVA） 
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・現在の電力需要に対して十分な電力を受けていない。また、将来、病棟の拡張計画があり、

将来の電力需要はさらに増える見込みである。 

・電圧降下、電圧変動や停電頻度も多く、安定した電力を得られていない状況である。 

裨益効果 本計画で 33 kV Mtoni~Mahonda線新設及び、Mwanyanya変電所新設を行うことで電圧降下等の
問題が大幅に改善され、安定した医療サービスの提供、自家発電用燃料費の削減等によって、

病院を利用する患者（約 3000人/月）に対する裨益効果が期待される。 

 

2) Zanzibar University 
【33 kV Mtoni~Tunguu線新設及び、Welezo変電所新設の裨益対象】 

面会者 Ms. Homick A. Muha（Deputy Vice Chancellor Administrator） 
Mr. Abdul J. Hamad（Estate Engineer） 

施設の概要及び 
現在の状況 

・大学への電力はMtoni変電所の 33 kV配電線から供給されている。 

・私立の大学であり、専攻は法律、経営（マーケティング及びアカウンティング）、IT、経済で
ある。 

・関係者数合計：2000名以上（生徒数約 2000名、職員数 101名） 

・設立年：1998年 

・敷地内面積：58ヘクタール 

・自家用発電機は 2台（容量は 225 kVA及び 70 kVA）。 

・大学内変圧器は 1台（容量は 350 kVA） 

・電力供給は現在の電力需要を満たしているが、ZECO からの配電線の電圧降下が大きく、停
電も頻繁に発生している。工学部の新設等の拡張計画があり、将来の電力需要は増加する見

込みである。 

裨益効果 本計画で 33 kV Mtoni~Tunguu線新設及び、Welezo変電所新設を行うことで電圧降下が大幅に改
善され、安定した教育環境の提供、自家発電用燃料費の削減等によって、同校の学生（2000名）
に対する裨益効果が期待される。 

 

3) Fiber Glass Factory 
【33 kV Mtoni~Fumba線新設の裨益対象】 

面会者 Mr. Mustuk（Electrician） 

施設の概要及び 
現在の状況 

・Mtoni変電所から電力供給を受けている。 

・ガラス繊維（Fiber Glass）による小型船舶製作工場である。 

・設立年：2000年（本社は UAEのアブダビ） 

・工場内変圧器の容量は 200 kVA 

・従業員数：約 10名 

・電力の供給制限があり、工場の稼働時間は 4時間/日程度となっている。十分な電力が得られ
るようになれば、工場の稼働時間数及び従業員数の増加といった、工場の拡張する計画があ

る。 

・自家用発電設備は 2台あるが、1台は故障している。運転可能な 1台の容量は 60 kVAである。 
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・敷地面積は約 10エーカー。 

裨益効果 33 kV Mtoni~Fumba線が建設されれば工場の生産性が向上し、本施設での雇用の安定化といっ
た裨益効果が期待される。 
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添付資料 

1. 調査団員・氏名 

 

氏 名 担当業務 所属 

丹羽 顯 総括 
独立行政法人 国際協力機構 

国際協力専門員 

滝本 哲也 計画管理 

独立行政法人 国際協力機構 

産業開発部 資源・エネルギーグループ 

電力課 主任調査役 

田中 清房 業務主任/電力計画 八千代エンジニヤリング（株） 

不二葦 教治 
副業務主任/電力計画 

（概略設計概要説明調査） 
八千代エンジニヤリング（株） 

近藤 智則 変電設備計画/施設計画 八千代エンジニヤリング（株） 

小林 辰哉 配電設備計画 八千代エンジニヤリング（株） 

今井 進 土木・基礎構造/自然条件調査 八千代エンジニヤリング（株） 

柴田 護 環境社会配慮 八千代エンジニヤリング（株） 

中川 義夫 調達・施工計画/積算 八千代エンジニヤリング（株） 

赤塚 大輔 業務調整/配電設備計画補助 八千代エンジニヤリング（株） 
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2. 調査行程 
(1) 第 1次現地調査 

1 9月19日 日
機中泊

2 9月20日 月

ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ（官)
機中泊（他団員)

4 9月22日 水
ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

5 9月23日 木

（柴田）
・同左
・現地再委託業者（環境社会
配慮調査）との契約締結

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

6 9月24日 金
（柴田）
・同左
・環境社会配慮調査

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

7 9月25日 土
ｳﾝｸﾞｼﾞｬ
機中泊（近藤、今
井）

8 9月26日 日 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

9 9月27日 月
（柴田）
・同左
・環境社会配慮調査

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

10 9月28日 火

・M/D署名及びABCケーブル
使用の合意書作成
（官、田中、近藤、中川）
移動［ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 17:00→ ﾀﾞﾙｴ
ｽｻﾗｰﾑ17:30, PW431］

（小林、赤塚）
・同左
・ZECO資料収集

（今井）
・同左
・再委託（地質・地形調査）契
約準備

（柴田）
・同左
・環境社会配慮調査

ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ（官、
田中、近藤、中
川）
ｳﾝｸﾞｼﾞｬ（他団員）

11 9月29日 水

（今井）
移動［ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 12:05→ ﾀﾞﾙｴ
ｽｻﾗｰﾑ12:35, PW421］
・再委託契約交渉
（小林）
・ZECO資料収集
・配電線ﾙｰﾄ調査
（赤塚）
・プロジェクトの成果指標確認
調査

（柴田）
・環境社会配慮調査
　（関係省庁協議）

機中泊（官）
ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ（田
中、近藤、今井、
中川）
ｳﾝｸﾞｼﾞｬ（他団員）

12 9月30日 木

（小林）
・ZECO資料収集
・配電線ﾙｰﾄ調査
（赤塚）
・プロジェクトの成果指標確認
調査

（柴田）
・環境社会配慮調査
　（関係省庁協議）
・資料収集（Government
Printer及びDoE）

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

13 10月1日 金

（柴田）
・環境社会配慮調査
　（コミュニティ及びジェンダー
機関との協議）

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

14 10月2日 土
ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

15 10月3日 日 ・団内会議・資料整理 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

16 10月4日 月

（柴田）
・環境社会配慮調査
　（財務経済省及び軍との協
議）

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

17 10月5日 火
（柴田）
・環境社会配慮調査（軍との
協議）

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

18 10月6日 水
（田中）
・ザンジバル投資促進局訪問

（柴田）
・環境社会配慮調査
　（財務経済省、MWCEL、ジェ
ンダー機関、都市地区、土地
登録局との協議）

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

19 10月7日 木
（今井、中川）
港湾調査

（柴田）
・環境社会配慮調査
　（地域開発環境保護局、ザ
ンジバル水道公社との協議）

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

(官：丹羽）移動［ｱｸﾗ 13:10 → ﾅｲﾛﾋﾞ 05:30+1, KQ511］
(官：滝本）移動［成田 20:50 → ﾄﾞｰﾊ 05:15+1, QR803］

（官：丹羽）　移動［ﾄﾞﾊﾞｲ 03:15→成田18:00, EK318］
（官：滝本）　移動［ﾄﾞｰﾊ 01:05→成田19:30, QR802］
（田中、近藤、今井、中川）
・再委託（地質・地形調査）契約締結
・現地工事会社見積依頼
・TANESCO訪問（技術基準等の協議）
移動［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 15:40 → ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 16:10, PW713］

（田中、近藤、小林、今井、中川、赤塚）
・ZECOとの技術協議
・Mtoni変電所調査（制御室他）、ZECO車両センター調査
・配電線ﾙｰﾄ調査（North配電線ﾙｰﾄ）

（田中、今井、柴田、中川）
・ZECOとの技術協議
・団内会議・資料整理

（近藤、小林、赤塚）
・同左
・配電線ﾙｰﾄ調査（Mahonda地点、South配電線ﾙｰﾄ、Fumba
配電線ﾙｰﾄ）

・水・建設・ｴﾈﾙｷﾞｰ・土地省（MWCEL）/ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ電力公社（ZECO）表敬及びｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ・質問表の提出・説明
・ｻｲﾄ状況調査（既設Mtoni変電所33kV、Mwanyanya変電所用地、North配電線ﾙｰﾄ）

・MWCEL及びZECOとの協議（環境・社会配慮)
・ｻｲﾄ状況調査（North配電線ﾙｰﾄ、Welezo変電所用地）

（近藤、今井）
移動［成田 21:40 → ﾄﾞﾊﾞｲ 03:30+1, JL5095］

（田中、小林、柴田、中川、赤塚)
移動［成田 21:40 → ﾄﾞﾊﾞｲ 03:30+1, JL5095 & EK319］

(官)
・表敬訪問及びｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄの提出・説明
   JICAﾀﾝｻﾞﾆｱ事務所
   在ﾀﾝｻﾞﾆｱ日本国大使館（EOJ）

No. 日付
曜
日

宿泊地調　　査　　内　　容

官ﾍﾞｰｽ団員(丹羽、滝本）及びｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（田中、近藤、小林、今井、柴田、中川、赤塚）

(官：丹羽）移動［ﾅｲﾛﾋﾞ 08:05 → ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 09:20, KQ480］
(官：滝本）移動［ﾄﾞｰﾊ 07:20 → ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 13:05, QR544］
・技ﾌﾟﾛ協議(長坂氏・小田桐氏）

（近藤、小林、今井、中川、赤塚）
・変電所建設予定地調査及び配電ルート調査、ルート図作
成

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

（官、田中、近藤、中川）
・EOJ/JICA事務所報告
（官：丹羽）　移動［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 16:50→ﾄﾞﾊﾞｲ　23:20, EK726］
（官：滝本）　移動［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 14:25→ﾄﾞｰﾊ 19:55, QR545］
（田中、近藤、今井、中川）
・MCC訪問（計画案等の協議）
・現地工事会社見積依頼

・収集資料整理、団内会議

・ZECOとの協議（将来計画、環境・社会配慮)
・ｻｲﾄ状況調査（Fumba配電線ﾙｰﾄ）

（近藤、今井）
移動［ﾄﾞﾊﾞｲ 10:50 → ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 15:20, EK725］
移動［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 17:20 → ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 17:50, PW715］

･変電所建設予定地調査、配電ルート確認
・MWCEL及びZECOとのM/D協議

（田中、近藤、小林、今井、中川、赤塚）
・ZECOとの技術協議（人材開発、財務他）
・変電所建設予定地調査及び配電ルート調査
・ZECOより質問票回答収集

・MWCEL及びZECO、道路局、環境局との協議（将来計画、環境・社会配慮）
・ｻｲﾄ状況調査（South配電線ﾙｰﾄ）

3 9月21日 火

（官、田中、小林、柴田、中川、赤塚)
移動［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ  17:20→ ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ17:50, PW715］

（田中、小林、柴田、中川、赤塚)
移動［ﾄﾞﾊﾞｲ 10:50 → ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 15:20, EK725］

（田中、近藤、小林、今井、中川、赤塚）
・ZECOとの技術協議
・変電所建設予定地調査（Mwanyanya変電所）及び配電ルート調査

（田中、近藤、小林、赤塚）
・ZECOとの技術協議
・変電所建設予定地調査及び配電ルート調査、ルート図作
成  
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20 10月8日 金

（近藤、今井、赤塚）
・変電所建設予定地調査、市
場調査
・配電線ﾙｰﾄ調査（Fumbaﾙｰ
ﾄ）、分岐点及び配電トランス
位置確認

（柴田）
・環境社会配慮調査
　（Mahondaコミュニティ、農業
生活環境省との協議）

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

21 10月9日 土 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

22 10月10日 日 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

23 10月11日 月

（今井）
・再委託（地質・地形調査）立
会い
・計画地レイアウト作成

（柴田）
・環境社会配慮調査
　（西部地区コミュニティとの
協議）
・EIA作成

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

24 10月12日 火

（今井）
・再委託（地質・地形調査）立
会い
・計画地レイアウト作成

（柴田）
・環境社会配慮調査
　（農業生活環境省、環境局
との協議）
・EIA作成

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

25 10月13日 水

（田中、近藤、中川）
移動［ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 08:00 → ﾀﾞﾙ
ｴｽｻﾗｰﾑ 8:20, Coastal Air］
・MCCとの協議（計画地レイア
ウト他）
・TANESCOとの協議
移動［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 17:45 →
ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 18:05, Coastal Air］

（小林、赤塚）
・ZECOとの技術協議
・配電ﾙｰﾄ補足調査
・技術協議録（案）作成
・電柱構成設計

（今井）
・再委託（地質・地形調査）立
会い
・ZECOと建物レイアウト協議

（柴田）
・環境社会配慮調査
　（北B地区及びWelezo,
Magogoni and Mtofaani地区コ
ミュニティとの協議）
・技術協議録（案）作成

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

26 10月14日 木

（田中、中川、赤塚）
・ZECOとの技術協議
・技術協議録（案）作成
・MWCEL都市開発部との協
議

（近藤、小林）
・同左
・潮流計算用データ収集

（今井）
・再委託（地質・地形調査）立
会い
・建物図面作成

（柴田）
・環境社会配慮調査
　（Kisauni, Maungani地区及び
Mtopepo, Kidatu, Welezo地区
コミュニティとの協議）
・技術協議録（案）作成

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

27 10月15日 金
（今井）
・再委託（地質・地形調査）立
会い

（柴田）
・EIA作成協議
・環境社会配慮調査
　（Mwera地区コミュニティとの
協議）

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

28 10月16日 土
（今井）
・再委託（地質・地形調査）立
会い

（柴田）
・EIA作成協議
・環境社会配慮調査
　（Mwanyanya及びMfenesini
地区コミュニティとの協議）

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

29 10月17日 日
（今井）
・再委託（地質・地形調査）立
会い

（柴田）
・EIA作成協議
・環境社会配慮調査
　（Tomondo, Kmerekwe地区
尾及びFumbaコミュニティとの
協議）

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

30 10月18日 月

（柴田）
・環境社会配慮調査
　（Mahonda地区コミュニティと
の協議）

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

31 10月19日 火 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

32 10月20日 水
ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ

33 10月21日 木

34 10月22日 金
（柴田）
ダルエスサラーム関係者と
EIAに係る協議

（今井）
・同左
移動［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 16:50 →
ﾄﾞﾊﾞｲ 23:20, EK726］

ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ
機中泊（小林、今
井）

35 10月23日 土 ・団内会議・資料整理

（小林）
・同左
移動［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 16:50 →
ﾄﾞﾊﾞｲ 23:20, EK726］

（今井）
移動［ﾄﾞﾊﾞｲ 03:15 → 成田
18:00, JL5096］

ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ

36 10月24日 日 ・団内会議
（小林）
移動［ﾄﾞﾊﾞｲ 03:15 → 成田
18:00, JL5096］

ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ

37 10月25日 月
機中泊

38 10月26日 火

宿泊地

官ﾍﾞｰｽ団員(丹羽、滝本）及びｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（田中、近藤、小林、今井、柴田、中川、赤塚）
No. 日付

曜
日

調　　査　　内　　容

（田中、近藤、小林、中川、赤塚）
・技術協議録（案）の協議（ZECO）
・団内会議・資料整理

移動［ﾄﾞﾊﾞｲ 03:10 → 関空 17:20, JL5090 & EK316］
移動［関空19:15 → 羽田 20:25, JL188 & EK6252］

・EOJ/JICA事務所報告
移動［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 16:50 → ﾄﾞﾊﾞｲ 23:20, EK726］

・JICAタンザニア事務所との打合せ
・SIDAとの打合せ
・市場調査

・TANESCOとの打合せ（新規案件他）

（田中、近藤、小林、柴田、中川、赤塚）
・技術協議録（案）作成
・需要家末端（北ルート）の電圧調査、団内協議

（今井）
・再委託（地質・地形調査）立会い

・技術協議録（Technical Memorandum）（案）作成、需要家末端（南ルート）の電圧調査

（柴田）EIAレポート作成作業

（田中、小林、中川）
移動［ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 09:45 → ﾍﾟﾝﾊﾞ 10:15, Zan Air］
・ZECOﾍﾟﾝﾊﾞ支局訪問
・既設配電網調査（ABCｹｰﾌﾞﾙ維持管理状況等）
・既設発電所、変電所調査
移動［ﾍﾟﾝﾊﾞ 16:45 → ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 17:15, Zan Air］

・技術協議録（案）の協議及び署名（ZECO）
・MWCEL都市開発部との協議

・ZECO CEOとの協議（EIA他）、MWCELとの協議

・NORADとの打ち合わせ（新規案件他）
移動［ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 17:00 → ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 17:30, PW431］

（田中、近藤、小林、中川、赤塚）
・ZECOとの技術協議（資機材供与について）
・変電所・配電ﾙｰﾄ補足調査、ルート図作成
・技術協議録（案）作成
・ウングジャ島開発計画調査

（田中、近藤、小林、中川、赤塚）
・技術協議録（案）の提出・説明及び協議（ZECO）
・潮流計算、計画図面作成他

（田中、近藤、小林、今井、中川、赤塚）
・ZECOとの技術協議
・変電所・配電ﾙｰﾄ補足調査（空港内変圧器他）
・技術協議録（案）作成
・ウングジャ島開発計画調査

（田中、近藤、小林、中川、赤塚）
・技術協議録（案）の協議（ZECO）
・団内会議・資料整理、計画図面作成
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(2) 第 2次現地調査 

1 11月26日 金 機中泊

2 11月27日 土 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

3 11月28日 日 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

4 11月29日 月 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

5 11月30日 火 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

6 12月1日 水 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

7 12月2日 木 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

8 12月3日 金 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

9 12月4日 土 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

10 12月5日 日 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

11 12月6日 月 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

12 12月7日 火 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

13 12月8日 水 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

14 12月9日 木 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ

15 12月10日 金 ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ

16 12月11日 土 ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ

17 12月12日 日 ﾄﾞｰﾊ

18 12月13日 月

No. 日付
曜
日

調　　査　　内　　容
宿泊地

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ団員（柴田）

移動 ｛成田 20:50 → ﾄﾞｰﾊ 05:10+1 by QR803｝

移動 {ﾄﾞｰﾊ 7:20→ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 13:15 by QR544}
移動 ｛ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 15:40→ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 16:10 by ＰＷ713｝
・関連機関との協議

・資料整理及びローカルコンサルタントと打ち合わせ

・関連機関との協議(ZECO & DoE)

・関連機関との協議(ZECO)、現地調査（キワニ湾）

・ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(Mwera, Mtofaani, Magogoni)

・ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(Jumbi)

・ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(Chuini, Mfenesini, Kitope)

・ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(Mahonda, Mkataleni, Fumba, bweleo)
・ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(Maungani, Dimani, Kombeni, Kisauni)

・ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(Ubago)

・関連機関との協議(ZECO & DoE)
・資料収集（Vice　President　Office）
・関連機関との協議(MWCET, ZECO & DoE)
・資料収集（政府印刷局）

移動 {ﾄﾞｰﾊ 01:10 → 成田 19:05 by QR802}

・現地調査（土取り場、砕石場：Tungu）

移動 ［ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 08:50 → ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 09:20 by PW451]
・EOJ/JICA事務所報告

・補足調査

・補足調査
移動 ｛ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 14:25 → ﾄﾞｰﾊ 20:00 by QR545}
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(3) 第 3次現地調査（概略設計概要説明） 

丹羽 滝本 不二葦 中川 柴田

0 1月19日 水

1 1月20日 木
機中泊(不二葦、中
川、柴田）

2 1月21日 金
ｳﾝｸﾞｼﾞｬ(不二葦、中
川、柴田）

3 1月22日 土
ｳﾝｸﾞｼﾞｬ(不二葦、中
川、柴田）

4 1月23日 日 移動［成田 →　ﾄﾞｰﾊ］ 移動［成田 →　ﾄﾞｰﾊ］
機中泊（丹羽、滝本）
ｳﾝｸﾞｼﾞｬ(不二葦、中
川、柴田）

5 1月24日 月

移動 ［ﾄﾞｰﾊ → ﾀﾞﾙｴｽ
ｻﾗｰﾑ］
移動 ［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ
→ ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ]

移動 ［ﾄﾞｰﾊ → ﾀﾞﾙｴｽ
ｻﾗｰﾑ］
移動 ［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ
→ ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ]

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ(全員）

6 1月25日 火 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ(全員）

7 1月26日 水 ｳﾝｸﾞｼﾞｬ(全員）

8 1月27日 木
ﾀﾞﾙｴｽ（丹羽、滝本、
不二葦)
ｳﾝｸﾞｼﾞｬ（中川、柴田)

移動［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ →
ﾄﾞｰﾊ］

技ﾌﾟﾛ打ち合せ
移動 ［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ
17:20 →  ﾄﾞﾊﾞｲ 23:50,
EK 726］

移動 ［ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 14:40
→ ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 15:10,
］

・補足調査

10 1月29日 土

移動 ［ﾄﾞｰﾊ　→　ｱﾝﾏ
ﾝ］
→別プロジェクトへ合
流

移動［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ →
ﾄﾞｰﾊ］

Trip ［ﾄﾞﾊﾞｲ 02:50 →
成田 17:20, EK318］

・ﾛｰｶﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄとの
協議
移動 ［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ
17:20 → ﾄﾞﾊﾞｲ 23:50,
EK726］

・ZECOとのEIA、RAP
に係る協議
・補足調査

機中泊（滝本、中川）
ｳﾝｸﾞｼﾞｬ（柴田)

11 1月30日 日
移動 ［ﾄﾞｰﾊ　→　成
田］

Trip ［ﾄﾞﾊﾞｲ 02:50 →
成田 17:20, EK318］

・ZECOとの協議
・資料整理

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ（柴田)

12 1月31日 月
・ZECOとのEIA、RAP
に係る協議
・補足調査

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ（柴田)

13 2月1日 火
・ZECOとのEIA、RAP
に係る協議
・補足調査

ｳﾝｸﾞｼﾞｬ（柴田)

14 2月2日 水

移動 ［ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ　→ ﾀﾞ
ﾙｴｽｻﾗｰﾑ］
移動 ［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ
17:20 → ﾄﾞﾊﾞｲ 23:50,
EK726］

機中泊（柴田)

15 2月3日 木
Trip ［ﾄﾞﾊﾞｲ 02:50 →
成田 17:20, EK318］

9 1月28日 金

・M/D協議・署名
移動［ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 17:00 → ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ］

・概略設計概要書説明（ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ、事業実施ｽｹｼﾞｭｰﾙ等）

・関連機関とのｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ会議

・EOJ/JICA事務所報告
・ZECOとのコンポーネントに係る協議
・ザンジバル水道局（ZAWA）との協議 ﾀﾞﾙｴｽ(滝本)

機中泊（丹羽、不二
葦)
ｳﾝｸﾞｼﾞｬ（中川、柴田)

No. 日付 曜日

調査内容

移動［ﾄﾞﾊﾞｲ 10:50 → ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 15:20, EK725］
移動［ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 17:20 → ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 17:50 by PW715]

・概略設計概要書説明

宿泊地

・ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ電力公社（ZECO）表敬
・確認調査（既設変電所、新規変電所建設予定地）

・確認調査（既設配電線）

・配電線確認調査
・他ﾄﾞﾅｰ支援状況調査（EIA 及び RAP）

・ MWCEL及びZECOとのM/D協議

JICA団員 コンサルタント団員

対処方針会議 (18:30～ , 3B会議室）

移動［成田 22:00 → ﾄﾞﾊﾞｲ 04:55+1, EK319］
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3. 関係者（面会者）リスト 

 所属及び氏名 職位 

土地･住宅・水・エネルギー省 
Ministry of Lands, Housing, Water and Energy (MLHWE) 

Mr. Mwalim A. Mwalim Principal Secretary 

Mr. Mwalim A. Mwalim Principal Secretary 

Mr. Tahir M. K. Abdullah Deputy Principal Secretary 

Mr. Haji Adam Haji Director of Surveys & Urban Planning Department 

 

農業・畜産・環境省 
Ministry of Agriculture, Livesstock and Environment 

Mr. Ali J. Hamad Director of Environment 

Ms. Asha A. Khatib Chief Environment Officer 

Ms. Zaituni M. Haji Legal Officer 

Mr. Makame M. Haji EIA Officer 

 

通信・運輸省 
Ministry of Communications and Transport 

Mr. Ali T. Fatawi Director of Roads 

Mr. Suleiman A. Ali Maintenance Engineer 

 

財務・経済省 
Ministry of Finance, Economy and Development Planning  

Mr. Khamis M. Omar Principal Secretary 

Mr. Peter E. Kigadye Energy Project Officer (MCA-T Project) 

 

ザンジバル電力公社 
Zanzibar Electricity Corporation (ZECO) 

Mr. Mohammed Hashim Ismail Chairman, ZECO Board of Directors 

Mr. Haji Kali Haji Director, ZECO Board 

Mr. Hassan Ali Mbarouk Acting General Manager 

Mr. Khamis Haji Juma Administration Manager 

Mr. Faki H. Ali Zonal Engineer (Urban West) 

Mr. Thabit Salum Project Coordinator of MCA-T Project 

Mr. Haji Silima Zonal Engineer (North) 
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Mr. Ally Khamis Ally Budgets & Statistics Officer 

Mr. Rafii H. Mtumwa Assistant Budgets & Statistics Officer 

Mr. Mohammed Juma Othman Project Coordinator of JICA Project 

Mr. Shariff S. Rajab Civil Engineer 

Mr. Maulid Shiraz Distribution Engineer 

Mr. Khamis J. Khamis Acting Planning Engineer 

Mr. Mussa Ali Mussa Acting Operation Manager 

Ms. Riziki F. Hamad Acting Finance Manager 

Mr. Issa Oman Mohammed Prepaid Meter Manager 

 

ザンジバル投資促進局 
Zanzibar Investment Promotion Authority 

Mr. Saleh Suleiman Hamad Director of Infrastructure and Free Zone Development 

Mr. Aziz B. Ali Freeport Development Manager 

 

ザンジバル水道局 
Zanzibar Water Authority 

Mr. Ali Abdu Ali Electrical & Electronic Engineer 

Mr. Mohammed Ilyasa Mohammed Planning & Design Engineer 

 

タンザニア電力公社 
Tanzania Electric Supply Company ltd (TANESCO) 

Mr. Khalid R. James Senior Projects Engineer 

Mr. John F. Sakia Project Manager (Zanzibar Cable) 

 

ミレニアム・チャレンジ・アソシエーション・タンザニア 
MCA-T Project 

Mr. Johan Swan Deputy Project Director of ESBI Consultants 

 

ザンジバル港湾公社 
Zanzibar Ports Corporation 

Mr. Mohammed Salum Ali Director of Operations & P.F.S.O 

Mr. Mohammed S. Mbarouk Assistant of Director of Operation 

Mr. Kudaid Khatib Senior Operation Officer 
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ノルウェー開発協力庁関係者 
Concerned Parties of NORAD 

Mr. Ørnulf Strøm Counsellor, Energy and Infrastructure, 
Norwegian Embassy 

Ms. Ingeranette S. Dahlen Energy Advisor, NORAD, OSLO 
Ms. Solveig Uleseth Natural Resources and Renewable Energy 

Division, NORPLAN 
Mr. Hilmar Sandvik Grid Technology Manager, Skagerak Energi 

スウェーデン大使館 
Embassy of Sweden 

Mr. Stephen Mwakifwamba Programme Officer Energy 

その他（工場、学校、病院など） 
Others (Factories, Schools, Hospitals) 

Dr. Haroub Yussuf Dr. Incharge of Zanzibar Military Hospital 

Ms. Hamida A. Mohammed Deputy Vice Chancellor Administrator of Zanzibar 
University 

Mr. Abdul J. Hamad Estate Engineer of Zanzibar University 

Mr. Mustuk Electrician of Fiber Glass Factory 

 

在タンザニア日本国大使館 
Embassy of Japan in Tanzania 

中川 坦 氏 特命全権大使 
関 行規 氏 二等書記官 

 

JICA タンザニア事務所 
JICA Tanzania Office 

勝田 幸秀 氏 所長 
長谷川 敏久 氏 次長 
丸尾 信 氏 所員 
山本 美奈子 氏 所員 
田内 智子 氏 企画調査員（インフラ案件形成促進・監理） 
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PIinutes of DiscussiOns

on 211d Preparatott Survey on the ProieCt fOr

the Reinforcement of Power Distribution in Zanzibar lsland

in the United Republic of lhnzania

ln response to the request iom the Government of the United Republic of Tanzania

(hereinatter r,おrred to as``Tanzania"),the Japan ltlternationai Cooperationメ 嘔ency(hereinatter
retrred to as``JIC″ '),in cOnsultation wtth the Governlnellt of Japan,decided to conduct a 2nd

Prepび atow SuⅣey(hereina■er referred to as“ the SuⅣey")On the Prttect fOr the Reinforcelllent
ofPower Distribution in Zalllzibar lsiand(hereina■ er refered lo as“ the Praect")

JICA sent to Tttzania the 2nd Preparato7 SuⅣ ey Team(hereina■ er retrred to as``the
Teaピ'),headed by Df Akira NIはヽラDepartl■ ent of Human Resources ttf ll■ ternational
Cooperation,JICA The Teallll is scheduled to stay in the Zanzibar lsiand ttOnl September 21 to

October 20,2010.

The Team held discussions with the o盤 ciais OfTanzanian allthoHties concerlled(hereinatter

relered to as``the Tallzania side'')In the cOurse of the discussions,bOth sides have conflrmed

the main items described in the sheets attached hereto

Zanzibal‐  Island, September 28, 2010

2nd Preparato理ソSuらFey Team

Japan lnternational Coopcr銃 10n Attency

Principal Secretary

卜〔inistlly OfWatet Conttm∝ ion,Ener.Oy and Lands

The Revolutionary(3overnment ofZanzibar

The Ctited Republic ofTanzania

MI HASSだ Aヽ NIIBAROUK
Acting General NIanager

Zalllzibar Elcct五city Corporation

に
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ATTACⅡPIENT

100可 eCt市e Ofthe P"ject
The ottectiVe Of the PrdCCt iS to rehabilitate the substations and distribution network in

Zanzibar lsland

2.PrtteCt Site

The Prttect Sites which arc selected through the 2nd Preparatow SuⅣ ey and the analysis in

Japan based on the request from the Tallzania side are locFated in Ung司 a ISiand of Zanzibar霞

shown in Annex-1.

3。 Responsible and lmplementing Organization

(1)The responsible ministry is Ministry ofヽ ま et Conttl‐ uction,Enetty and Land(plWCEL).

(2)The implementing ottanization is Zanzibar Elect二 city Corporation(ZECO)

(3)The Organization Strtlcturc ofb釉
「CEL and ZECO are shownin Annex… 2 and Annex… 3.

4群
灘 :縮 lttξ穐霊 獅 ]驚 f」

Ittpび
鑽。7 suⅣ等 h Lpanね ie Ltta亘ad“

Based on the allalysis,JICA deterlnine the priority Jbr theね 1lowing component fbrthe P察 冴ect

(1)Expansion of33 kV PItoni Substation              A
(2)Inst屋 1読iOn of33/1l kV Sllbstttion説 恥bbzo          C
(3)Install滋ion of33/1l kV Substation at hlwanyanya          B

(4)Instaliation of33 kV Distribution line from pltoni to Tunguu    C

(5)Installation of33 kV Distribution line from pltOnito Mahonda   B

(6)Replacement of 33 kV Distribution line ttom ⅣItOnito Fumba    C
(7)h/1aterial Supply from JICA for the constrtlction excused by ZECO  D

The Team∝plained that the requetted(7)compOnellts are considered as candidate
components to be implemented:IIowevet the components IIlightし e reduced due to the budget

constraints ofthe Japanese side

5.Japall's Grant ALid Scheme

①
I:籠∬ 》議 糧 義 1詣 蹴 靭 憶 霊 :::着鷺

y・ んd ttmme篠メ灘∝dけ

(2)The TallZania side will take the necessa7 1neattres,as described in Annex… 5,for smooth

ilnplementation ofthe Pttect as prcrequisites for the Japan's(〕ralltノ1饉d to beimplcmented.

6.Schedule ofthe 211d Preparatott SuⅣ ey

Tlle Team v√ill oontinue the StlⅣ cy in Tanzania unti1 0ctober 26,2010.

7.Other klevant lsslnes

(1)Status Ofthe 21通 Preparatott SuⅣ ey

The Team explained that the purpose of the Sulk‐w is to c01lect inお rllllation and data

necessary for the oulline design and cost calculation of the Praect components which are

conirmed thfough the 2nd Preparatow Suttrey and the analysis in Japan

(2)SubllliSSion ofthe QueStiOnnaire

The Tanzania side shall submit answers to the Que雛 10nnaire given by the Team before

October 4,2010.

ギ
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(3)Coordination amOng relevant donors and agencies

Tlle Tearrl rccttlested the Tanzania side to ensure coordination among relevant donors and

agencies br sm00th implementation ofthe ProieCt

(4)Ewironmenttt and Sodd Conttder渡 lons

a)The Tealll requettcd thc Tanzania side to ensure acccss to the site and undertake

expropriation if necessa7 1■ order to secure the project site.

b)The Tealn requested the Tallzania side to conduct the required environmelltal works,and

obtain approval on environmental clearance for implementation ofthe ProieCt

C)The Tanzania side agreed to comply with the JICA Gtlidelinesお r Environlllental and

Social Considerations(hereina■ er referred to as``JICA Gtlidelines'1)as Well as Zarlzibar

iattzs and regulations,and requested to prepare Environmelltal Checklist and]ヽ lonitol・ing

Form which are designated by JICプ 生Guidelines ibr an outline design Thc Tanzania side

agrced to make necessary arrangemellts with gOverllllllental organizatio■ s concerned ill

ordel‐ lo secure hnding for and execution of the above ellvirOnmental matters in a

schedule as required for smooth execution ofthe prtteCt

d)The Tallzania side agreed to modiシ former EIA for the nnalized distribution foutes The

Team requetted the Tanzania side to prepre ill scale resettiemett action plan(Full

贈 )in aCCOrdance with Zanzibr La、 vs and JICA Guidelines and tO implement
resettlement activity as per Full RAP

e)The Talllzania side agreed to make necessa7 額rangements with 8overnmelntal
ofganizations concerned in order to secure inding おr and execlltion of the above

environmelltal lllatters in a schedule as required for smOoth execution ofthe Prolect.

O The Tallzania side agreed to completc EIAby the end OfNovember 2010.
g)The Tanzania side ttreed that]鵬 P shall be appr(Ⅳ ed by the Tanzanian government by

the end ofDecember 2010 as described in 2生 nnex… 6

(5)TempOrav worlt Arrangemellt
Securing telnporaぅ「 spaCe of a winch and a drtllll for the illstallation works of dist五 bution

line and trttc controls shali be done by the Tanzallia side.

(6)Counterpart Personnel
The Tealn requested the Tanzania side that necessally number of counterpai persOnnel shall

be assigned to the Teal■ and necessatt arrangements with related organizations shall be made

during the Su、7ey in Tanzania

(7)Mttor Undettakings to be taken by the Tanzania side

a)The Tarlzania side ttreed to undettake theお 1lo薇ng particllltt items out of general

undertakings described inノ nヽnex¨ 7

The cost for Fし 生P and compensation shall be paid by the Tanzania side.

b)The Tanzania side shall take llecessary lneasures for obtaining the perl■ issions as below

in prior to the commencement ofthe implementation ofthe praect
―Permission(s)neCessary for inttallation wotts
―Perlllission(s)ncceSSary br ellteri疑 ;illto the rest五 cted areas

C)The Tanzania side shall secllre enough budget and htlman resources for the following

undertakings in accordance with the implementation ofthe Praect
― Securil、三 o恥■ership of the land for the proposed 33kV distribution lines alld

Subttations

―Securing access roadお r transportation of the equipmellt and materials to the proposed

LIwanyanya Substation alld 33kヽ″distributio■ lines includillg rernoval work ofobstacies
―Bush clearil13 along the proposed 33kV distribution lines and access foad

…Relocating existing telephone line ofthe proposed Welezo Stlbstation

(End)

ヽ A
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Annex… l  Prqect sites

Annex…2  0rganization Chart ofNIttrcEL
Annex-3  0薬ianization Chalt ofZECO
Allnex¨ 4   Japan's Gl‐ allt Aid

Annex…5   Flow Chart ofJapan'sCと ant Aid Procedures

Annex-6  Tilne Schedule ofResettlement Activities

Annex-7  MaOr Undertaki■ 3sto betaken by Each Government

∂  
準   4
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PЮ iect Sites
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Annex-4

Japan's Grant Aid

Tlle G9√ cl■llllCnt Of Jap〔 狙象Crcinttbr rcfcrrcd to as tttlle GOJつ is hnplCmcndl電 thc orgttzatiollal rcforms tO

improvc thc qtlaliサ of ODA op∝ ations,alld as a pa■ of tllis rcalignment,a ncw JICA law was cntcred illto

cffcct ol1 0ctobcr l,2008 Bascd on this la、 v and tllc dccisioll1 0f thc GOJ,JICA has bccollle tllC exccuting

agcllcy oftllc Grallt Aid RI Gcllcral P"jccts,お r Fish∝ ics alld for Cultwal C00pcratiOn,etc.        ・

Thc Gl・雛t Aid is l10n― Кillllb‐ sablc fluld providcd to a lccipicnt cOullt,tO procllrc tllc fttilities,cqI逓 pmcnt

癬 scAFiccs(Cngillccring sctticcs calld trttsportation of tllc prOducts,ctc)お r itS CConomic and social

dcvc10plllcllt in accordancc、 vith tllc rclcvallt la、vs and rcgtllatlons of Japall Tlle Gl・ alltメ整id is nOt supplicd

tlrough tllc dOnatioll oflllatc五 als as such.

1.  Grallt Aid Procedllres

Thc Japancsc Gralltハtid is supplicd tlu・ Ough follo、vill_g proccdurcs:

。Prcparato〕  Sttcy

―Thc StlArcy COnductcd by」 ICA

・Apprtts灘 &Ap「oval

Äppraisal by thc CTOJ and JICA,and Apyoval by thc Japallcsc Cabinct

・AllthOriサ fOr Dctcrminillg lmplcmcntatlon

―The Notcs cxchallgcd bc,vcen the GOJ alld a rccipicllt cOul油 リ

。Grallt AttccmCnt(hCrcinaftcr rcfcrrcd to as(`tllc G/A'')

―AgКemcnt concludcd bct、vccn」 ICA alld a rccipicnt cOlullγ

・111lplclllcntation

―Implclllclltaton ofthc PnCct on thc basis ofthc G/A

2.Preparatory Survey

(1)COn“ llts of thc Slll● 等

Tlle aill1 0f tllc prcpttato3 Sllncy is to ro宙 dc a basic doculllent ncccssa,お r tllё  appraisal of tlle Pr● cct

laladc by thc GOJ alld」 ICA Thc contcllts oftlle Stllwqr tte as follows:

― Colfirmat10nご tllc baclsgroulld,o街 cctiVCS,and bcneits Ofthc Pr● eCt and also institutional capaciけ

Ofrclcvallt agcncics of thc rccipicllt count7 11CCCSSa7 for tllc implcmclltation Ofthc pr● cCt

¨ Evalu試loll ofthc ap「 opriatcllcss ofthC Pr● cct tO bC implemclltcd lllldcl・ tllc Grallt Aid Schcme■ Om a

tcchlical,inancial,sOcial and economic point of■ ■c、v

―Corfirmation Ofitellls ttreed be● vecn both pttcs conc∝ ning the basic concclDt oftllC PraCCt

―PreparationOfabasicdcsignoftllePrdeCt

ー

A¨4

A-4-8



― Estimatlo■ ofcosts ofthc PraCct

Thc contcllts of tllc original rcqllcst by thc rccipicllt coulltl■ r arc not ncccssariサ a爾OVCd in tllcir initial

fol・nl as the conlellts of tlte Grallt Aid「 電eCt ThC Basic Dcsign of the Praect is conirlllcd bascd on the

guidclincs of tlle Japanis Crrallt Aid schcmc.

JICA rcqucsts tllc Govel■ ment of tllc rccipient countt tO talNc whatc▼ Эr mcasllrcs llcccsSaly to achicК  its

self― reliallce in thc implclllcnt誠 lo■ of tllc Pr● cct Such mcasllrcs lllust bc guaralltccd cvcn tllough thり lllay

fall olltsidc of tllc jllnsttction of tllc orgallization of tllc rccゎ iCllt Collllt7 Wllich acmaltt illlplcmcllts tllё

PrdCd ThCrcforc,tllc implelllclltatiOn of tlle P“ iCCt iS colfll・ lllCd by all rclcvallt γganiza丘ons of tllc

rccipicllt col111岬 baSed On the Minlltcs of Discussiolls

(2)SclcCtiOn of Consultants

F∝ smootll illlplclllcntation of thc S硼 Ⅳcゝ JICA cmploys(a)К giSt∝cd cons滅饉llg fll・m(s).JICA sclccts(a)

fll・ lll(s)bascd on proposals sllbmittcd by htcrcstcd mms

(3)Rcsult of tllc Stttcy

JICA Кvicws tllc Rcpolt on thc Кsults ご thc SllAIw and rccommcllds thc GOJ to appraisc tltc

implcmclltation ofthc Pr● cct濃領 COnirlll墨g dlc appropricttcllcss oftllc PraCCt

3.IIapan's Grant Aid Scheme

(1)TllC EノN alld thc G7A

Mcr thc PraCd is approvcd by tllc Cabillct of」 apall,thc Excllallgc ofNotcslllCrcinaftcr rcお 鮒3d to as``tllc

E/Nつ will bC Singcd bctwccn tllc GOJ al■d thc Govcnllllcllt Of tllc rccipicllt cotlll町 tO mよc a plcdgcおr

assistallcc, 、vhich is follo、 vcd by tllc oonclllsion of tllc G/A bc● vccll 」ICA and thc Govcnllnclll of tllc

rccipicllt coullt町 lo dcinc tllc ncccssa7 altlclcs to illlpleln3ent thc Pl・ ●ect,Such as pttmcllt conditions,

rcspollsibilitics ofthc Govcrnlncnt ofthc rccipicnt colln峰 alld prOctrelllellt conditions.

(2)SclcCtiO■ of Consultalts

ln∝d領 lo maintain tcchnical consistencyn tllc consulting flrlll(s)青 1liCh conductcd tllc Swvcy will bc

rccommcndcdけ JICA to tllc Кcipiellt colultw lo oolltinuc to wott on tllc PraCCt's implcmcllt就 lon attF tlle

EN alld Gハ .

(3)Eligible sot■ 3C COlul町

Under tllc Japallcsc Gl・ allt Aid,in principlc,Japallesc products a■ d scRttccs including transport or thosc of

tllc rccipicllt countt arc to bc pllrchascd u■ cn JIcA alld thc Goミヽ mcllt of tlle rccipicnt coulltltr or its

dcsignatcd autlloriサ dCClll it nCCcssattЪ tllc Grallt Aid mtt bc uscd for thc pllrchascご tllc products or

stt■ices of a■lird cou崚‐ H01Vevet tllc prllllc COlltractors,namcly.oonstructillg alld proctrclllent flrms,

alld thc prilllc cOnStlltiltt flrlll are limittd to‖ Japanesc nationals"

ー
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(4)Ncccssiサ Of"ミ嶺 flCation"

The Gov銀■1lent Of tlle recipient countぅ「or its dcsigllated authorit/ヽ Vill ooncludc colltracts dellolllinated in

Japallcsc ycn、 vitll」 apallcsc nallonals. Those colltracts shall bc vcrined by JICA This "や ℃ricatlon" is

dccmcd ncccssary tO ttul丘 1l accountabiliサ to」 apancsc taxpaycrs

(5)Mttor ulldcrtよ ings to bc talNcn by the Govcrnmcllt oftllc Rccipicllt Countw

ln thc implcmclltation of the(レ allt Aid Prttect,thC recipiellt counttt is required to undertal.c such

nccessa甲 11lcasllrcs as 2牡nncx

(6)"Proptt USc"

Thc Govcmmcnt of tllc rccipicnt colllltt is rcquired to llllalntain and usc lopcrly and cffcctivcly thc

Lcilities construded and tlle equipmcllt pllrぬ ascd lllldcr tllc Grallt Aid,to asstn Staf ncccssa7 for tllis

opcration and inailltcnancc and to bear all thc cxpcllscs otller than thosc covcrcd by tllc Grallt2亀 id

(7)"Export and Rc― cttOrt"

Thc products pllrchascd lllldcr the Gをant Aid shollld not bc cxportcd or rc― cxpoltcd li‐ onl thc rccipicnt

COl通1lry

(8)Ba■ing鷺狙gclllclltS(B/A)

a)Ttt Govcmmcllt of thc rccipicllt coul壼 y or its dcsignatcd alltlloriサ ShOuld opcn tt accoullt undcr tllc

namc of tllc Govcmmcllt of thc rccipicllt coulltl■r in a ballk in Japall(hCrcinttcr rcfcl■ ‐cd to as"tllc

Ba庶 ")」ICA will篠cclltc thc Crallt Aid by makng pttlllClltS in Japancsc ycn to coК r tllc obligations

inclllTcd by tllc Govclll111lCnt Of tllc rccipicllt cot11lt, Or its dcsignatcd alltllority lllldcr tllc Vcriflcd

Contacts

b)TllC paymcnts will bc madc whcn pttmcllt rcq■lcsts arc prcsclltCd by tllc Balllk tO」 ICA lllldcr an

Autllorization to Pay(力T)iSStlCd by thc Govcmmcnt ofthc rccipicllt countw or itS dcsignatcd alltllori与

(9)Audlorization to Ptt 1242)

Tllc Gov〔窺1■lCllt Of tllc rccipicnt oolllltt shOuld bett all advisillg comlllission of an Allthorizatioll to Pay

alld paymcllt colllllliSSiOlls paid to thc B6311k.

(10)SOCial allld EnviЮ nlllcntal Considcra■ons

A rccipient collllけ muSt CttCfl11ly considcr sOcial alld enlrlronmental inlpacts by thc PraCCt alld lllust

COmpけ 耽itll tllc cllviЮ lllllClltal regulatlons ofthc rccipient ooull詢γ alld JICA soclo¨ cn宙ronlllcntal guidclincs.

(Elld)
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Annex‐5
Flow Chart ofJapan's Grallt Aid Procedures
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Annex-6
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No Itcms

To bc

covcrcd bv

Grallt Aid

To bc covcrcd

by Rccipicllt

sidc

1 to scculc[a10t]/[10tS]Of lald¨ Cessttl、 おr tllc implcmcllta■ on oftllc PI● CCt ald to clcar
tllc「 sltc1/「 sitcsll

●

2 To constnlct llcお 1lo゛〆ingね cilltles

l)ThC bulld■ g

2)Ttt gatCS alld inccs ill alld arolllld tllc tttc

l)="P響Ⅲlg 191
4)Tl℃ 10ad、 llllllt the slle

5)Tllc■ Oad otttsltlc thc site

●

一
　

一０

一●

●

●

To providc lhcilillcs fbr di.t五 bution of clccthcity,、 vatcr supply andむainagc alld oth釘

incidcll●1ねciliucs ncccssacFぬ r thc implcmclltttion of tllc Pr● cCt Outsidt・ tlle

[SitC]/[SitCS]

1)Elcctl■ctサ

a Tllc dis通 blltlng pO、vcr linc to thc sltc

b´Illc dlop輛五ng mdi壼釧 nl、ャTmg宙 tlllll thc sitc
c Thc lllalll crcult blcakcr and tiallsfonllcr

2)ヽ1latCr supply

a ■ c citv、vatcr distriblltlon nlain to thc sltc

b The stlpply system、 4tlun tlle site lleceivlllg alld clcvatcd●副にs)

3)Dlttnagc

a■ c ciサ lllainagc lllalll(お r StOnll sc、 ゃ℃r talld otllcls to tlle silc)
b■lc draimgc systelll(br tOilet sc、 ャ℃■cOllll110nヽ、aic,stol■ ll drahagc al通 otllt‐盤)
witlun thc sitc

4)Gas Stlp131y

a lhc city gas lllalll to thc≦ tc

b■ c gas sulply systclll宙 dlin tllc sit
5)Tclcpl10nc Systcm

a■llc tclcphonc tltllllt lillc to tllc malli distiblltlon talllc/pallcl(NIIEIF)oftllC blllldlllg

一
　

一
０

一
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

b■lc WEDF alld tm cktcnsion a■ crthc iamc/pttcl
6)Flll■llturC alld Eqllipnlent

a Ccllc21 ftlnuttllc

b PrOiCCt Cquipmcnt

4 To cnstlrc prolllpt lllloading and custonls clccnlancc oftllc ploducts at ports of

diselllbttkation in llle lcclplcnt colllll町 をはld to assitt illtcrllrnl tlanspolta通 on ofthcッ。clllcts

●

●

1)M血 ne(Ai⇒ trttSPO武試10■ Ofthe l・loducts iom Japtall
to tllc rcclplcllt countlA

2).Lx cXClllptiOll talld custom cl鐵alcc oftltc Prodllcts

■ 1摯,p9■ 9111,,畢 0肇本■10■

3)IlltCnld transportcrltion■ om tllc polt ofdiscmbakation

to thc prolcct sit
●

To cnsulc that customs dlltics,intcmal taで s and otllcr iscal lcvics v″ hich lllav bc illllDoscd

in■le“ cipie13t count=｀減th lespcct to dlc pllrchasc oftllc lDroducts and tllc scl宙 CCS I bC

CXCllllDtCd1/「 bc bonlc bv tllcrヽ uthorltv、 vit1lout llsillg tllc(]raltl

●

b To accord Japanese nationals、 /ヽ1lose scrviccs lnay bc rcqlllrcd ul conncctionヽ rlth tllc

supply ol‐ thc yoducts alld ulc sclviCCS Such tthcilltlcs as llmy bc ncccsttwお r thcir clltry

illto tllc rcciっ icllt colllitい /alld sねv thercinお r tllc DClfOnnancc oftllcir、 vork

●

7 To cnslltt that[thC Faciliaes alld tlle pЮ lltlcts]/[hc Facilitcs]/1tllC prOdllcts]be

maillttall■ cd ald■lКd oroDCrh領通cfittivc持 f∝ tllc llllt31Clllclltatioll of lllc P■ oicct
●

8 To bcar all thc cxpcl■tcS,Othcl than thosc covcrCd by tllc CJlt・ lllt,ncccssalA:お r tllc

imDIClllcllt威 lo■ oftllc Plloicct
●

9 To bcar tllc R)1lo、 、■ng commissions paid to tllc rapalcsc baik ttbr baiking sclviccs bascd

llpon tllc BF/A

l)Ad宙slllg col斑 nission ofiやP
2)Paヾ、Cnt colllllliSSion

●

一●

10 To givc duc cnvirollmclltal and social considcrttions ill tlК  inl,lcmclltation ofic Proicct ●

*l BIA:Ba■ ing Attmgclncllt,AIP:Authorization to pay)
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Minutes of I》 iscussions

on 3rd Preparatory SuⅣ ey on the Proiect fOr

the Reinforcement of Power EDistributioll in Zattzibar lsland

in the United Republic Of Tanzania

(Explanation on Dra■ Final Rcport)

In responsc to the request from thc Govcrlment of thc United Republic of Tanzania

繕甜踏穏社磁柵蹴R糖制Ⅷ 鮮:::柵柵 モ棚「鄭
Preparatory Survey(hereinater referred to as“ the Sllrvey")on the Pttectお r the Rcinforccmcnt

of Powcr Distribution in Zanzibar lsland ccreimier refcrrcd to as``■ c PЮjcct")in Ordcr to

explain and to consult with thc o伍 cials of Tanzanian autho五 ties concemed oereinatter refeFed

to as``Tanzanian side'')on the cOmponents Ofthe Dftt Final Report.

ЛCA sent to Tanzania thc 3rd Prcparatory Sllrvey Team oereinafter rcfcrrcd to as■ he
Tealln"),headed by D■ Akira NIWA,JICAっ from Jalluary 21,201l to February 2,2011.
In the course of the discussions,both sides have confIIIned the IInaln itelns described in the

sheets attached hereto.

Zanzibar lsland, Januaw 27, 2011

Leader

3rd Preparatory Slln/ey Team

Japan lnterlla直 lonal CooperationAgency

r 
｀

Ⅳl■ HASSAN A.MBAROUK
Acting General～lanager

Zarlzibar Elcctricity Corporation

Ⅳlinistry ofLands,Housing,Watcr and Encrgy

Thc Revolutionary Govcrllmcnt ofZanzibar

The Unitcd Republic ofTanzania

Witnesscd by

偽は肥
仁ヽ KIIAMIS M.OMAR
Principal Secretary

President O範 ce,

Finance,Economy and Development Plalming
The Revolutionary Goverllmcnt ofZalllzibar

The Unitcd Rcpublic ofTanzallla

Mi MWALIM A.M
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ATTACHMENT

l・ Obiect市e ofthe Project                    ,
The ottcct市 e Of the ProJect is to reinforcc the substations and distribution nettork in

ZaFIZibar lsiand in order to improve the living standards ofthe people of Zallzibar by stablc and

sumcient electricity supply.

2.Contents ofthe Draft Final Report

Ministry of Lands,Housing,Water and Energy(hercinafter rcfcred to as``MLH¬ 電'')and

Zalllzibar Electricity Corporation(hereinaier referred to as``ZECO'')aCCepted in principle the

contellts of the]Draft Final Report explalned by the Team.Thc Tanzanian side shall inforln the

Tcam in witing of thc collmcnts on the Drtt Final Rcport and thc Dra■ Tcchnical
Speciflcations by Fcbruary 28,2011.

3.Components ofthe Project
The following(1)tO(7)arc thC Outline ofthc PЮ ject comp6nents selected throu:典 lSt and 2nd

Preparatory Survcy.Anncx… l shows the location ofproJect sites.

(1)ExpansiOn of33 kV Mtoni Substation

(2)Installation of33/1l kV Substation at Welezo

(3)Installation of33/1l kV Substation at Mwanyanya

(4)Installation of33 kV Distribution line from Mtoni to Tullguu

(5)Installation of33 kV Distribution line from Mtoni to Mahonda

(6)Replacement of33 kV Distribution line from Mtonito Fllmba

(7)Procurement ofconstruction vehicles,tools and mate五 als for distribution lines

The Tcan cxplained that the requested(1)tO(7)compOnents are considered as candidate

components to be implemented.Howcvct the components might be reduced due to the budgct

constralnts ofthe Japanesc sidc.

4.Japan's Grant Aid Scheme

①
服 祇 FITlll脹 投 :蠍 業 肥 ;rF隠:篤 :W.SC“

me exメ江ned by

(2)■e TanZanian side宙 1l take necessary measllres,as described in Amex… 3,for sIInooth
implcmentation ofthe Pncct as prercquisites for the Japan's Grant Aid to bc implemented.

5。 Project Cost

The Tanzanian side agreed that the cost for the PЮ ject should not exceed the upper limit of

alnoullt agrecd on Exchange ofNotcs(E/N)。 Thc Tanzanian side also agreed that thc cost for

the Pl● ect cOntains prOcurement cott of equlpment,transportation cost up to the Praect site,

installation cost and the Consultant fees.

6.Confldentialiサ Ofthe Project

(1)Detailed speciflcations ofthe Facilities and Equipment
JICA and the Tanzanian side agreed that all the infomlation related to the Pnect including

dctailed drawlngs and speciflcations of thc facilities and equlpinent and other technical

infoll.lation shali not be discloscd to any outside parties(1.e.Outside of ЛCA and Tanzalllan

Side)befOre the conclusion of all contract(s)fOr the Pr● eCt.

(2)Confldentiality ofthe Cost EstimatiOn
Thc Tcalln explaincd the ettimatcd cost of the Prttcct as deScribcd in Annex‐ 4.ЛCA and
Tanzanian side agreed that the estimated cost for the P“ ject should never be duplicated or

1伸 ●ヽ、―ジくヽ《 伸
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discloscd to any outsidc parties(i.C.Outside ofJICA and Tttanian sidc)beforC tender for thc

Pnect.Tanzanian side understood that the estimated cost for thc Pr● ect attached as Annex‐4
is■ot flnal and is sutteCt tO Change as a result ofexalnination thOugh revision ofthe Outline

Design Study

7.Other Relevant lssues

(1)Status Ofthe 3rd Preparatory Stlrvey

Thc Tcaln explalned that the puTose Of the Slln/ey is to cxplain and to consult wlth

TanZaFuan Side on thc components ofthe Dra■ Final Rcport.

(2)Change the nalne of Responsible Ministry
Tanzanian sidc info..1.ed that ``ヽ 4inistry of Watet Construction, Energy and Land

(NIIWCEL)''haS Changed its nalne to``NIlinistry of Lands,Housing,Water and Energy

(MLHWE)".
(3)Coordination alnong relevant donors and agencies
The Tealn requested the Tanzanian sidc to ensllrc coordination alnong relevant donors and

agencies for smooth implementation ofthe Praect.

(4)Envirollmental and Social Considerations

の The Tealn requested the Tallzaman side to enstlre access to tlle site and llndertake

expropHation ifnecessary in order to secure the p● ject sites.

b)ThC Tealn requested the Tanzanian side to conduct the requlred en宙 ronmcntal works,

and obtain approval on elwirollllnental clearance for implementation ofthe PrdeCt

C)The T― ia sidC agrced to comply with thc ЛCパs Guidclincs for Ellvirollmental and
Social Considcrations(hercinafter rcferred to as``ЛCA Guidelines'')as well as Zarlzibar

laws and regulations,and requested to prepare Envirolrlmental Checidist and Monito五 ng
Fom which are designated by JICA Guidelines fbr an outline design.

め
鞣聡鍵 試鳳為駆Ml蹴鎌∫∬Б翼:量なllt認頭螂
e)The Team requested the Tttzanian side to implement FeSettlement act市 ities in a timely

malmer as per RAP(full SCalc rescttlement ac」on plany which was prepared in
accordance with Zaattibar Laws and JICA Guidelincs.

O ThC Tanzanian sidc agrccd that Rap shall be approvcd by thc Tanzanian govcrllment by
the middle of February 201l and the resettlement Of Pl● ect Amected People(PAPs)
shall be completed by thc cnd ofOctober 201l as dcscribed in Amcx-5.

g)he Tanzanian sidc agreed to makc ncccssary arrangements、 Мth govemmental
organizations concemed in order to secure 鈍 ding for and execution of the abovё

cnvirorlmental and social considcrations matters in a schedule as requircd for smooth

implcmcntation ofthe P,jcct.

(5)Counterpart Persomel
The Tcam requested thc Tanzanian side that necessary numbe■ of counterpart personnel shall

bc assigncd to tllc Tcam and neccssaw arrangements wlth related organizations be made

during the Sllrvey and implementing stage in Tanzania.

(6)CuStOms Duties and Tax Exemption
The Tanzania side agreed that h4LH｀ 前可E shall be responsible for the exemption ofall customs,

tax,le宙 es and duties inctlrrcd in Tttzallia for the implemcntation ofthe Pluect.

(7)MaOr undc.akings to bc tよ en by the Tanzanian sidc

The Tav_anian side agrecd to undertake the following particular items out of general

undcrtakings describcd in Amex-3.

→ SeCujng Ofland for new sub前 饉io■s,diま ribution Hnes and material storage.
b)Land bveling and preparation,weeding and removal ofobttacles in the sites

C)InSt」 Ittion ofおnces and gates in and around the sitcs of new sub就 激lons to be used attr
compl∝ioll ofPrde∝ .

胸 2 ヽ●ヽ‐メヽ ' 俄
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d)COnS加∝10n ofaccess roads outside the sites.
c)Exemption or payment of registration fee for Jttanese supervisors and engineers for the

construction period.                                      .

D Relocation ofexisting telephone lines in Welezo Substation.
g)Replacement of exitting H kV intemediate poles with H kV section poles for feeder connection

near Mwanyanya Substation.

h)Relocation ofe対 sting transfo.1llers for power distribution for the replacement ofthe Fumba line

(End)
Amcx-l  Pttect Sites
Amex-2   Japan's Grant Aid
Amcx-3 Mttor Unde■ akingsto be taken by Each Govemment
Amex-4  P,ject Cost Estimation
Annex-5 RAP(ResettlementAction Plan)SChedule
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Annex‐2

JAPAN'S GRANT AID

The Govemment of」 apan eereinafter referred to as“ the GOJ'')iS implementing the organizational refolllls tO

il■prove tlle quality of ODA operations,and as a part ofthis realigllment,a new JICA law was entered into efRct

on October l,2008.Based on this ia、 v and the decision ofthe GOJ,JICA has become the executing agency ofthe

GrantAid for General PI● cCtS,for FisheHes and for Cultural Cooperation,cに .

The Grant Aid is non‐ reimbursable fund provided to a recipient cotint7 to prOCure the facilities,equipment and

seⅣices(engineering services and transportation of the products,etc。 )for IS economic and social development in
accordance with the relevallt laws and regulations of」 apan.The Grant Aid is not supplied thfou3h the donation of

materials as such.

1. Grant Aid Procedures
The Japanesc Grant Aid is supplied through following procedures:

・Preparatory Stlrvey                                              _
‐The Survey conducted by」 ICA

=Appraisal&Approval
‐Appraisal by the GOJ and JICA,and Approval by the Japanese Cabinet

ヨAuthority for Detellllining lmplementation

‐The Notes exchanged betteen the GOJ and a recipient country

・Grant Agreement(hereina■ er referred to as the G/A'')
‐Agreement concluded behⅣ ecn JICA and a recipient country

・IInplementation

‐Implementation ofthe ProieCt On the basis ofthe G/A

2.Preparatory Survey

(1)COntellts ofthe Survey
The ailln of the preparatory SuⅣey is to pro宙 de a basic document necessary for the appralsal of the PrdeCt

made bythe GOJ and JICA.The contents ofthe Survey are as fonows:
‐Conillllation of the background,o可 ectiVes,and benents ofthc ProieCt and also instttutional capaciサ of
relevant agencies ofthe recipient country necessary for the implementalon Ofthe Prdect.

…Evaluation oftlle appropriateness ofthe Pttject to be implemented under the Grant Aid Scheme from a
technical,flnancial,social and economic poillt ofvicⅥ L

‐ Con■111lation ofitems agreed between botll parties conceming the basic concept ofthe ProieCt・
‐ Preparatio■ ofa basic design ofthe ProieCt.
‐Estimation ofcosts ofthc Pl● eCt.
The contel■ s oftlne original request by the recipient country are not necessarily approved in their initial fom as

the contents ofthc Grant Aid proiect.Tlle Basic Design ofthe Praectis con■ 111led btted on the guidelines ofthe

Japan's Grant Aid scheme.

JICA requests the Govemment of the recipient country to take whatever measures necessary to achieve its

selireliance in the implementation ofthe ProieCt.Such measures must be guaranteed even though they may fall

outside of the jllrisdiction of the organization of the recipient country which actually implements the Pr● ect.

Therefore,the implementation ofthe P“ ject is con■ 1lned by all relevant organizations of the recipient country

based on tlle Minutes ofE》 iscussions.

(2)SeleCtiOn ofConsultants
For smooth implementation of the Survey9 ЛCA employs(o registered consulting r11111(S).JICA seleds(→

■1111(s)baSed On proposds submitted by interested f1111lS.

(3)Result ofthe Stlrvey
JICA reviews the Report on the results ofthe Stlrvey and recolninends the GOJ lo appralse the implementation

ofthe ProJeCt aier conf1111ling the appropriateness ofthe ProJect.

3.Japan's Grant Aid Scheme

(1)The E/N andthe G/A
A■er thc Ptte∝ iS approved by the Cabinet of Japan,the Exchatte of No“ s(hereinafter refered to as`1施

幽 5

‐`ヽ・ノb ・
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E/N")wi‖ be singed between the GOJ and the Goverlment of the recipient country to make a pledge for
assistance,which is followed by the conclusion ofthe G/A be憫 ″cen JICA and the Goverlment of the recipient

country to deine the necessary articles to implement the Pttect,Such as payment conditions,responsibilities of

the Goverlment ofthe recipient collntry9 and procurement conditions.

(2)SeleCtiOn ofConsultants                                          ,
In order to maintain technical consistency9 the consulting■ lm(S)WhiCh COnducted the Stlrvey will be
recommcnded by JICA to the recipient countw to colltinue to work on the Prolect'S implementation ttter the E/N

and G/A.

(3)Eligible sollrce com彎
Under the Japanesc(3rant Aid,in principle,Japanese products and seⅣ ices including transport or those of the

reclplent country are to be purchased.ヽ MКn JICA and the Goverllment of the reclplent country or its
designated autho五ty deem it necessary9 the Grant Aid may be used for the purchase ofthe products or services of

a third country.Howevet the prime contractors,namely9 constructing alld procurement f1111ls,and the p五 me
consulting flm are lilnited to"Japanese nationals".

(4)Necessity of"Veriication"
The Goverllment of the recipient country or its designated authonty will。 。nclude conttacts denominated in

Japanese yen with Japanese nationals.Those contracts shall be verifed by JICA.This"Verilication"is deemed

necessary to ilf11l accountability to Japanese taxpayers.

(5)Mttor undertakings to be taken by the Goverlment ofthe Recipient Colmtry
ln the implementation ofthe Grant Aid P“ ject,the recipient collntry iS required to unde■ ake such necessary

measures tt Annex.

(6)"PropCr use"
Thc Goverlmlcllt of tlle recipient country is required to maintain and use properly and effecuvely the facilities

constrllcted and the equipment purchased under the Grant Aid,to assign star necessary for this operation and

maintenancc and to bear allthe expenses other than those covered by the Grant Aid.

(7)''Export and Re― export"

The products purchased under the Grant Aid should not be exported or re‐exported from the recipient coun敏 フL

(8)Banking Arrangements(B/A)

のThe Goverlll■ ent ofthe recipient country or its designated autllority should open an account under the nalne
ofthe Govement ofthe recipient countw in a b雛まin Japan oereinttbr referred to as"the Bank").Л CA
will execllte the Crant Aid by making payments in Japanese yen to cover the obligations incurred by the

Goverlment ofthe recipient country Or its designated autho五 ty underthe Ve五 fled Contracts.

b)The pa.yments will be made when payment requests are presented by the Bank to ЛCA under an
Authorization to Pay(A/P)isSued by tlle Goverlment ofthe recipient country or its deslgnated autho五 与

(9)Autho五 zation to Pay(A/P)

Tlle Goverlment of the recipient collntry should bear an advising commisslon of an Authorization to Pay and

paymcnt comlnisslons paid to the 13ank,

(10)SOCial and EnviЮIImenta Considerations

A recipient country must carefully consider social and envirollllYlental impacts by the ProieCt and must comply

with the en宙 ronmental regulations ofthe recipient country and ЛCA socio‐ enⅥrollmental guidelines.

(End)

幽 ｀ ・ ハ  = 摯
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Flow Chart ofJapan's Grant Aid Procedures
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No. Itcms
To bc

covercd by

Grant Aid

To bc covcrcd

by Rccipicnt

sidc

1 to sccurc[a101/[10tS]Ofland ncccssaッ fOr thc implcmcntation ofthc PrOicd and tO clcar

thc rsitc1/「 sitcsl:
●

2 To construct thc lbllo、 ving伽 1litics

1)I""曇蛙 _ ●

υ 勁 9 gatCS鯛|_勲籍 11型 聟 り

"■

9," ●

1)■19parking ol ●

4)Thc rOad within thc site ●

5)Thc road outsidc the sitc ●

3 To provide facilitics for disttibution ofclcctricit‰ wa“r Supply and drainagc and othcr
incidcntal facilities neccssaw for thC implcmcntation ofthc P,Ject otltsidc thc

l,119]イト:,Sl _…
1)ElcctHciサ

a.Thc distributing pou7cr linc to thc sitc ●

b.Thc drop wiring and intcmal wiring within tllc sitc ●

c.Thc main circuit brcakcr and transformcr ●

2)Watcr Supply

a The ciサ water distribtltion main to the site ●

b.Thc supply system within thc site(recciVing and elcvatcd tanks) ●

3)Drttnagc

a.コic city drainagc main(for StOrln scwcr alld otllers to the sitc) ●

b.Tllc drainagc systcm(for t01lCt scwct COmmon wastc,storln drainage and othcrs)

within thc sitc

●

4)Gas Supply

a Tllc ciサ gaS main to thc sitc ●

b.Thc gas suppサ syStCm within thc site ●

5)TclephOne System

a.The tclephonc trtlnk linc to thc main distribution framαつancl(MDF)ofthC building ●

b.Thc MDF and tllc c対 cnsion attcr thc iamげ pancl ●

6)Fumiturc and Equipmcnt

a.Gcncral irniturc ●

b.Proicct ccuiomcnt ●

4 To cnsurc prompt unloading and customs clcaance ofthc prOducts at pOlts Of

ll,9“0年 4ヽ19,1,■9,9,p"nt cOりn珈げand tO asdゞ intemJ transpo■・ation ofthc products
1)Marine(Ai⇒ tranSportation ofthe Products iom Japan

to■9 rCCipicnt countゥ
●

2)TaxはCmption and custom clcarancc ofthc Produds
江thc port ofdiscmbark雄 lon

●

3)Intcmal transportation from thc port of discmbarkation

tO thC D■ OiCCt sitc
●

To ensurc that customs dutics,intcmal taⅨ cs and otllcr flscal lcvies which may bc imposcd

in the recipicnt country with respcct to the purchぉc ofthc products and thc serviccs[bc

cxcmptcd1/「 bC bOmC by the Authority without using the CIralltl

●

6 To accord Japancsc nationals、 vhosc scwiccs may be rcquircd in conncction、 ″ith thc

supply ofthc products and thc scwiccs such facilitics as may be ncccssary for thCir cnt,

into tllc rccioicnt countrv and stav thcrein for the DerfOrlnancc ofthcir、 vork

●

7 To cnsurc that[thC Facilitics and thc products]/[hC Faciliticg/1thc prOducttt bc

mttntaincd and uscd propcrly and cmё ct市 cly for thc implemcntation ofthc Proicct
●

To bcar all thc cxpenscs,othcr than thosc covcrcd by thc Grant,ncccssa■ ァfor thc

imolcmentation ofthc Proicct
●

9 To bcar thcお 1lo、ving commissions pdd tO thc Japancsc bank for banking scrviccs bascd

upon thc B/A

1)Ad宙 sing commisslon of_A/P ●

2)Pavmcnt colnmission ●

10 To givc duc environmcntal and social considcrations in the implcmcntation ofthc Proicct. ●

*lB/A:Banting Arrangcmcnt,A/P:AuthoH“ tion to pり )

Ammex¨ 3

ⅣI■Or Undertakings to be taken by Each Govel■ ment

卜`Jヽ
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Annex‐ 4

Project Cost Estimation(COnfldential)

This cost estimate is pro宙 sional and would be Lrther exalnincd by thざ Goverlment ofJapan for the

approval ofthe Crrant Aid.

1.  Costto be bome by the Japanesc sidc: approxilnately¥3,000 1nillion

Itcm
Amollnt

rhィ[illion JaDanCSC Ycn)

1.Equipment and mate五 als PЮcurcmcnt Cost

(Equipment and materials cost including instalation
cost, civil &building works cost, oceanよぅinland
transportation cost, all insllrance cost, temporally

works cost and overheadヽ

2,894.9

2.Consulting Servlccs Fce 105.1

3.Total(1+2) 3,000.0

2.  Costto be bome by the Tanzaman side

2.l Cost ncccssary during thc construction; (Appro対 matcly¥170.64 milllo⇒

The contcnts and costto be bome by Tanzaman during the construction are as followslllzaman lon are as

Iteln Arnount

1.  Securing of land for new substations,distribution lines

and material sゎ rage:

18,500,000 TZS

(Appro対 mately¥1.12 milllon)

2.  Land icveling and preparation, weeding and removal

ofobstacles in the sites:

242,700,000 TZS

(Approximately¥14.76 million)

3.  Installation of fences and gates in and aroulld the sites

of new sub試江lons to be used after completion of

Proicct:

32,000,000 TZS

(Appro対mttely¥1.95 milllo■ )

4.  Works for access roads outside the sites:
6,000,000 TZS

fADOrOXillnatelv¥0.36 1111illlo■ )

5, Water supply works(publiC Water supply and sewage):
6,000,000 TZS

(Approximately¥0.36 milllo■ )

6.Drainage works(sallitary sewage and rain■vater):
21,000,000 TZS

fAppro対 matelv¥1.28 million)

7.Registration fee for Japallese supervisors and
en貪lneers for the construction perlod:

53,550,000 TZS

(Appro対 mately¥3.26 million)

8.  Relocation of existing telephone lines in Welezo

Substation:

3,000,000 TZS

fAppЮ対matelv¥0.1 8 million)

9.Replacement of existillg ll kV intellllediate poles with

ll kV section poles for feeder connection near
Mwanvanva Substation:

4,000,000 TZS

(Appro対 mately¥0.24 milllon)

10.Commissions conceming A/P(Authorization to Pay):
47,031,000 TZS

fADOrOXllnatelv¥2.86 1nilllo■ )

11.RAP Compensation(eStimated by ZECO)
2,372,508,000 TZS

(Approximately¥144.27 milllon)

Total
2,806,289,0001「ZS

fADDrOXimatelv¥170.64 million)

蜃19
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2.2  0peration and maintenance expenses a■ er the colrmissioning

ln order to sollndly operate the substations to be upgraded and con山 田cted in thc Praect,it will

be ncccssary to always kccp thc spare parts(conStlmablc parts and replacelllent parts)On hand

and tO budget fbr necessary parts.                             ・

(1)PrO宙SiOn ofconsllmablcs and replacement parts Appro対matcly 15 million TZS/ycar

for one substation(estimated life of 10years)

(Appro対 mately O.912 million ycn/ycarD

3.  Conditions for estimation

(1)Timc Ofestimation:    January 2011

(2)Foreign exchange rate:    USS l.00=JP¥85。47

Ellro l.00=JPY l10.77

TZH l.00=JP¥0.0608

(3)OtherS:                                                          
´

Thc above ettimation was camed out in accordance with relevant mlcs and thc guideline of

Japan'S Grant Aid.
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